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第一章

まさか、こんなところで！











「チーフ、十階フロアのベッドメイクが終わりました」

「ご報告、ありがとうございます」

　さわやかな笑顔で返事をした菅野かんの結華ゆいかは、タブレットで管理されている清掃一覧表にチェックを入れた。

　シーツやタオルが積まれたワゴンを押していると、宿泊客がスーツケースを転がしながら歩いてきたので、立ち止まって深く頭を下げる。

「おはようございます。いってらっしゃいませ」

　お客様を見送ると急いで次の部屋へと向かう。

「田中さん、九〇六号室チェックアウトしたので、そちらからやってしまいましょう」

「わかりました」

　結華は、〝ホテル・サファイアシーズンズ〟でベッドメイク係のチーフとして働いている。

　就職したての頃は、なかなか慣れなくて腰を痛めたことも多々あったが、頑張りが認められ正社員として採用された。今はチーフに任命され、充実した毎日を送っている。

　チェックアウトを済ませた部屋のベッドメイクをベテランパートの田中とペアで行う。宿泊客が気持ちよく部屋で過ごせるよう、心をこめてテキパキと動いていると、田中が話しかけてきた。

「特別室のお客様、ここを買収したそうよ。若手の起業家なんだって」

「そうみたいですね」

　数日前に上司から経営者が変わると聞かされた。経営状態は悪くはないが、ずば抜けてよくもなかったようで、売りに出されていたらしい。

　従業員の条件は何も変わらないが、経営方針やサービス内容の変更があるかもしれない。経営者が変わることは先日、新聞にも掲載されている。

　噂をしていると、別の職員が入ってきた。

「チーフ、特別室からシーツ交換のリクエストが来ております」

「わかりました。こちらお願いしてもいいでしょうか？」

　特別室の急なシーツ交換などは、チーフ以上の役職者が対応する。ほとんどのお客様は穏やかな方が多いが、中には無理難題を押し付けてくる人もいるので細心の注意を払わなければいけない。結華は緊張しながら特別室へと向かう。職員専用エレベーターの中で、お客様の情報をタブレットで確認する。

「篠田しのだ久成ひさなり様ね」

　最上階に到着すると〝staff only〟と書かれた扉の中に入り、シーツを急いで準備した。

　部屋の前に到着するとチャイムを押す。

「シーツ交換に参りました」

　扉が開かれ部屋から出てきたのは、超絶イケメンだった。見上げるほど背が高くて、栗毛にはふんわりとパーマがかかっている。くっきりとした二重が印象的なハッキリとした顔立ちをしていて、仕立てのいいスーツに身を包んでいる。

（この人がホテルを買収した起業家？　まだ若そうなのにすごいやり手なのね）

　つい見入っていると、彼が顔をじっと覗き込んできた。

「結華……様？」

　突然名前を呼ばれた結華は、驚きのあまり固まってしまった。こんなに素敵な男性が知り合いにいただろうか。遠慮しつつもさらに見つめながら記憶を辿る。

「……ひーくん……？」

　結華はこんな偶然があるのかと、息が止まるほどびっくりした。

「お久しぶりです、結華様」

　結華の声に、男性がにこりと微笑んだ。柔らかな笑顔を向けられ、結華は思わずドキッとしてしまった。

「ここで働いていらっしゃるのですか？」

「そ、そうなの」

　お客様相手にときめいている場合ではない。

　しかし、これほどの美男子だったら、心が奪われても仕方がないのではないだろうか。

（うちのパートさんが見たらすぐにファンクラブを作ってしまうわね）

「お邪魔してもよろしいでしょうか？」

「あぁ、よろしくお願いします」

　仕事だということをついつい忘れていた。

　結華は気を取り直し仕事の顔を取り繕うと、特別室へと足を踏み入れた。







　名前を確認していたのに、まさかあの久成だとは思わなかった。久成は、結華の幼なじみのようなものだ。

　元々、結華は超お嬢様だった。両親が企業経営者だったのだ。家にはプールとテニスコートがあったし、部屋は数え切れないほどだった。そんな結華の家に、住み込み家政婦として働いていたシングルマザーの息子が久成である。

　結華より一つ年下の久成はとても愛想がよく、いつもニコニコとしていて、素直で礼儀正しい子供だった。

　一人っ子だった結華は久成のことを弟のように可愛がっていた。久成は頭のいい子どもだった。勉強を教えてあげるとすぐに覚え、いい点数を取ってきては嬉々として報告してくれたことが懐かしい。

　結華が中学一年生のときに両親が他界すると、その後会社の経営が悪化。ついには倒産してしまった。そのときから結華の人生は、がらりと変わった。

　当然、使用人は全員解雇することとなり、久成とも離れ離れになり……。あれから十数年が経っている。特別室の宿泊客と幼なじみの久成とが咄嗟に結びつかなくとも、無理からぬことだった。







　寝室に向かうと、シーツに茶色い染みがついていた。

「うっかりコーヒーを零してしまってね」

「承知いたしました。お取り替えいたします」

「お願いします」

　微笑んでくれた久成に頭を下げてから、作業に取り掛かる。

「十三年ぶりですね。子供の頃のまま大きくなったという感じかな。二十六歳には見えないですね」

　テキパキとシーツを取り替える結華の背中に、久成が懐かしそうに話しかけてきた。

　垂れ目に小さな鼻と口。色白の結華は、童顔だ。

「本当に久しぶりね。元気にしているかなと気にかけていたのよ」

　立場が逆転しているのに、結華はつい昔のような口調で話をしてしまった。

「俺もずっと元気になさっているかなと考えていました。結華様とはいろんな思い出がありますから……。桜が咲いたら一緒に花見をして、夏には花火大会に出かけました。秋には紅葉狩りをして、冬には北海道へスキーに行きましたよね。お別れしてからも春夏秋冬、結華様のことを思い出すことが多かったです」

　幼い頃の思い出が一気に蘇り、当時のことが頭の中に鮮明に浮かんでくる。

　出かけるときはいつも久成が一緒で、彼がいてくれたからとても楽しかった。結華の両親も久成のことを可愛がっていた。

「会社が倒産した後、どこで暮らしていたんですか？」

　手を動かしながら質問に答える。

「親戚の家で暮らしていました」

　お嬢様しか通えないと言われていた学校に通学していた結華だが、やむを得ず転校した。ところが、大企業の娘だったという噂が一気に広まり、肩身の狭い思いをしていた。中学校時代はいい記憶がない。

「引き取ってもらったことは感謝しているのですが、そこには同じ歳の女の子がいてウマが合わなくて……。高校卒業後に親戚の家を出てホテルで働き始めました」

「そうだったのか」

　切ない声でつぶやいた久成に、結華は笑顔を向けた。

「両親が生きていた頃は本当に恵まれていたんだなと思います。周りにたくさんの人がいて、いつも賑やかな時間を過ごしていたのですが、今は一人で暮らしているのでちょっぴり寂しいです。でも、一人で生きて、働いて……。苦労をしてよかったなと、今では思っているんです。それに私は家事が好きみたいで、ベッドメイクも楽しいです」

　シーツ交換を終えた結華は、久成と向かい合う。

「小さい頃は私とほとんど変わらない身長だったのに。立派な大人になったのね」

　ずっと会えなかった弟に会えたような気持ちになり、お姉さんのような口調で言ってしまう。彼はここの経営者になるのだから失礼になるので気をつけなければ……。

「今はどこに住んでいるのですか？」

　久成は怒る様子も見せずに質問してくる。

「ホテルの近くにあるアパートに住んでいます」

「……相当古いところでしょう？　女の子がそんなところで一人暮らしをするのは心配ですね」

　久成は、幼い頃からやさしい少年だった。誰よりも結華のことを考え、心配してくれた。小さい頃と変わっていないようで妙にほっとする。

「もう知っているかもしれないが、ここの経営者になったんです」

「お話は聞きました。とてもご立派になられたんですね」

「小さい頃に結華様が勉強を教えてくれたおかげですよ」

　覚えていたのかと、結華は顔が真っ赤になる。久成は慈愛に満ちた瞳を向けてきた。

「大学在学中に会社を作ったんです。その会社が大成功しました。俺はあまり枠にはまったことが得意じゃないみたいで……。今は経営が傾きそうな会社を買い取って、大きくなったら売るという生活をしています」

　よくわからないけれど、若手経営者……とか、そう感じだろうか。

「すごいことですね。尊敬してしまいます」

「……いやいや。たまたま自分に合った仕事が見つかっただけです。会社を持たず自分の家で仕事をしているのですが、なんせ男の一人暮らしなので家事が全然できないんです」

　こんなに素敵なのだから彼女の一人や二人いても不思議ではないのに……と、いった表情を見せると、久成が照れたように頭をポリポリと掻く。

「仕事に夢中になってしまって、あまり恋愛する機会がなかったんですよ。恋人がいれば部屋がもうちょっと綺麗になるかな、とも思うのですが……」

「そうでしたか」

　自分に何かできることはないだろうか。でも、あんまり余計なことを言うのはどうかなと思って結華は黙っていた。

「結華様は、お付き合いされている方はいらっしゃるんですか？」

「ま、まさかっ！」

　男性と手を繋いだことすらない結華は、りんごのように顔が真っ赤になってしまう。

　もう二十六歳なのに、恋愛の一つもしたことがないなんて情けない。

「結華様は、今の仕事に満足していますか？」

「えっ、はい……。楽しく働かせてもらっております」

　給料が少し少ないのが悩みだが、まさか次期経営者を目の前にして言えるはずがない。結華は高校卒業までにかかった学費や生活費を親戚に毎月少しずつ返している。いらないとは言ってくれているが、親戚とはいってもそれまでたいした交流もなかった自身を預かってくれたお礼がしたかった。

　もう少しセキュリティーのしっかりしたところに住みたい、とは思うものの、親戚への返済分を抜くと生活はギリギリで、引っ越しなんて夢のまた夢だ。

「実は悩みごとがありまして」

　久成は困ったような表情を向けてきた。

「どうしたんですか？」

「先ほども話したのですが、なかなか家のことができなくて、家政婦さんを雇おうと思っているんです。ただ家で仕事をするので、信頼できる人にお願いしたいなと思っていまして……」

「そうですか」

　私がやりましょうかと言いたかったけれど、仕事をしながら家政婦をやるのは難しいし、何年も会っていなかった自分が信頼されているとは考えにくい。

「いいこと、思いつきました」

　明るい表情になった彼が、結華にまっすぐと視線を向けてくる。ドキッとして目をそらすことができない。

「結華様が適任者だ。昔から知っている間柄だし、安心して家のことを任せられる。今の給料よりもお支払いするので、俺の家の住み込み家政婦になってもらえませんか？」

　想像していなかった提案に結華は即答できず、口をパクパクとさせてしまう。

　自分が抜けてしまっては一緒に働く人たちが大変かもしれない。……いや、代わりになる人はたくさんいる。

　一方で、久成の言う信頼できる人という条件は、誰でもいいわけではない。

　給料を上げてくれるというのも魅力的な話だ。住み込みなのはちょっと抵抗があるけれど、相手が久成なので問題はない。弟と一緒に住むような感じだろうし、久成も結華を女性として見ることなどないはずだ。

「難しいでしょうか？」

　甘えるような瞳を向けられると、なんでも言うことを聞いてあげたくなる。小さい頃から久成はお願いをしてくるのが上手だった。

　この様子だと本当に困っているのだろう。それなら気持ちに応えたい。ただ、今一緒に働いている仲間に迷惑をかけないようにして仕事を辞めたかった。

「すぐに、という訳にはいきません。きちんと引き継ぎを済ませてからでもいいでしょうか」

　結華が答えると久成の表情がパーッと明るくなった。

「ありがとうございます。一週間あれば引き継ぎは可能でしょうか？」

「はい、問題ありません」

「では、部署の方々には今後は俺の家で家政婦をしていただくことを説明しておきますね」

「あ、それはちょっと待ってください……」

　久成の家で住み込み家政婦として働くことが知れたら、根掘り葉掘り質問されてしまいそうだ。結華の過去は誰にも言っていない。万が一にも二人の関係を問われたら、久成に迷惑をかけてしまうかもしれない。

「……事情があって仕事を辞めなければならない、ということにしてはいけないでしょうか？」

　おそるおそる質問すると、久成がやさしい笑みを浮かべて頷いてくれた。

「結華様は昔からいろんなことを考えて、誰かを大切にしようという気持ちが強かったですよね。きっと今回も何か考えがあってのことだと思います。わかりました。結華様の上司には適当なことを言っておきます」

「ありがとうございます」

「では、詳細を詰めたいから仕事が終わったらここに連絡して」

　ジャケットの内ポケットから革の名刺入れを取り出すと、ボールペンで連絡先を記入して渡してくれた。

　結華はそれを受け取り、笑顔を向ける。

「わかりました。今後ともよろしくお願いします」

　久成が扉まで見送ってくれたので、結華はお辞儀をして仕事に戻った。







　ベッドメイクが落ち着くと、午後からはホテルの中にある十五畳ほどの空間にデスクと印刷機、書類棚があり、小さな窓しかない事務所でシフトを作る。

　まさか、久成と再会するなんて思いもしなかった。それも立場が逆転した形で。

　今回の提案には、結華への気遣いが含まれているに違いない。あのアパートでは女性の一人暮らしは危ないと言ってくれていた。だからこそ「住み込み」として雇うといってくれたのだろう。

　小さい頃は久成の母親である家政婦に何度も助けてもらったことがある。

　結華の両親は愛情深い人だったが、父親だけでなく母親も経営に関わって仕事をしていたため、夜遅くまで両親ともに不在、ということも珍しくなかった。

　小学校の頃、思うようにテストの点数が取れなかったときがあり、涙を流しながら帰ってくると久成の母親が慰めてくれたことがあった。

「次頑張れば大丈夫ですよ」

　その言葉に本当に救われた。だから、久成が困っているのなら役に立ちたいと心から思う。

　もちろん、今の仕事に未練がないといえば嘘になる。

　今チーフとして責任ある仕事を任せてもらえているのは、右も左も分からない新人だった入社当初の結華に、根気よく仕事を教え続けてくれた先輩や上司のお陰だ。今の職場で学んだことは、この先の人生で役に立つに違いない。

　上司に退職したいと伝えるためにタイミングを見計らっていると、目が合った。

　上司が近づいてくる。

「来週で異動するんだってな……。とても残念だが、新しい社長の仕事を手伝うと聞いたよ」

「えっ、あ……はい……そうなんです。お伝えするのが遅くなって申し訳ありません」

　上司はもう話を聞いていたらしい。久成は、仕事が速いなと感心してしまう。

「頼りにしていたんだが残念だ。一週間で部署異動になるとは……。社長の意向だから仕方がないな。新しい職場で頑張ってくれ」

「今まで本当にありがとうございました。しっかりと引き継ぎしていきますので、よろしくお願いします」

　ここで働くのは残り一週間。悔いが残らないように一生懸命働こう。




　その夜、結華は自分の部屋に戻ってくると、緊張しながらスマートフォンを手に取った。久成からもらった名刺に書かれている電話番号をゆっくりと押していく。

　受話器を耳に当ててドキドキしながらコール音を聞いていると、三コールで出た。

「あの……」

「結華様ですか？」

（名乗っていないのに声でわかってくれた！）

　それだけで胸がほっこりと温かくなる。

「はい。こちらが私の連絡先です」

「ちゃんと連絡くれて偉かったな」

（ホテルで会ったときと口調が少し違う気がする……）

「まあ逃げても囲い込むつもりだったけど』

「え？」

「いやいや……」

　結華には、久成がなんと言ったのかはっきりと聞き取ることができなかった。しかし聞き返すのも申し訳ない気がしてそのまま受け流す。

「上司にも連絡を入れてくださったんですね。助かりました」

「優秀な社員だからと言って残念がっていたぞ」

「新入社員の頃は叱られてばかりだったので、そんな風に思っていただけてありがたいです」

　スマートフォンを握りしめながら結華は微笑んだ。

「あとで住所を連絡する。結華様が住んでいるアパートは今月いっぱいで退去すると連絡を入れておいて。費用は俺が持つから。とりあえず必要な物は自分で持って来られるか？　大型家具は気に入っているものでなければ業者に引き取ってもらおう」

「大型の物は冷凍庫と洗濯機くらいです」

「わかった。当日は一人で大丈夫か？　車を用意しようか？」

「いえ、大丈夫です。お世話になりますがよろしくお願いします」

　電話を終えると結華は、不思議な気分だった。久成の家で働くなんて信じられない……。










第二章

緊張しながら











　いよいよ今日から、久成の家で住み込み家政婦として働く。

「忘れ物……大丈夫ね」

　結華は、大きな荷物を一つ持って家を出た。

　久成は、都内の一等地に住んでいるらしい。

　駅に向かって歩きながら、部署異動が公表されたときのことを思い出す。

　一緒に働いていたスタッフはとても寂しがってくれ、上司は落ち着いたら送別会をしようと言っていた。シフト管理などは大変だったけれど、仲よく働けていい職場だった。まだ一週間ばかりしか経っていないというのに、はるか昔のことのように懐かしく感じられた。




　電車に乗り込み腰をかける。平日の昼間なのでそんなに混んでいない。

　彼に身の回りの世話をしてくれる彼女ができたら、自分は必要なくなる。モテそうだしすぐに恋人ができそうだ。

　そんなに長い間一緒に住むことはないだろう。

　あまりにも早く解雇されたら、次の職場を見つけるのが大変そうだけど、今はマイナスのことは考えないで目の前にある仕事を一生懸命頑張ろうと決意をした。




　電車を降りてからスマートフォンでナビをセットして道順に沿って歩いて行くと、高層ビルが立ち並んでいる。人が住むような場所はあるのだろうか？　

「目的地に到着しました」

　ナビがそう言うので結華はキョロキョロとした。

　マンションが見当たらない。

　これ以上探しても見つけられそうにもないので、久成に電話をかけた。

「お住まいが見つけられなくて」

「一階にカフェの入っているビルがあるだろ？　そこの前で待っていて。迎えに行く」

　初っ端から迷惑をかけて申し訳ない。

　言われその通りにカフェの前で待っていると、黒いカットソーにジーンズというラフな格好で久成が現れた。

「わざわざ迎えに来てもらってすみません」 

「確かに入り口がわかりにくいよな」

「ここ、なんですか？　商業ビルかと思いました」

「そう。ここは商業ビルなんだよ。四十階と四十一階だけが居住スペースになっている」

「へぇ！」

　オフィスビルのエントランスに入る手前にオートロックの扉があった。

　カードをかざすと自動ドアが開いてエレベーターホールにつながっている。

「こっちが居住者用のエレベーターだから覚えておいて」

「は、はい……」

　中に入ると女性のコンシェルジュが満面の笑みを浮かべていた。

　幼い頃、いつもいろんな使用人に出迎えられていた結華だが、しばらく庶民の生活しかしていなかったので、このような環境に心臓がドキドキしてしまう。

　エレベーターが四基並んでいた。タイミングよく到着した右端の一台に乗り込み最上階に向かう。

　エレベーターの扉が開いた先に、重厚な扉が一つどっしりとしてあった。

「このマンションは居住できるところが少ないから一つ一つの部屋の面積が大きいんだ」

「そ、そうなんですね……」

　左右の壁に目をやると、廊下のはるか先に住居の入り口だろう扉が見えた。確かに、隣の部屋との間隔がとても空いている。

　すごく努力をしてここまで来たのだろうと、久成を尊敬してしまう。

　結華は幼い頃はお金持ちだったが、それは両親のおかげだ。

　自分の力で手に入れた久成とは、別物だと感じていた。

　カードキーをかざし、扉を開く。ドアの中に入ると長い廊下が見えた。とても綺麗にしているようだ。家政婦は本当に必要なのだろうか。

　ゆっくりと中へ進んでいくと、とても広いリビングが目に入った。大きな窓からは東京の景色を一望することができる。ソファーセットやダイニングテーブルセットが置いてあるがその一つ一つが大きく、有名ブランドの物だとわかった。

　物はあまりなく、飾り気のないシンプルな部屋だった。 整理整頓されていて心地のいい空間だ。

「こっちがキッチン」

　案内されてついていく。結華はキッチンに来て、久成が家政婦を雇いたいと言う意味がわかった。冷蔵庫の中はすっからかん。料理を一切していない。

「洗濯はクリーニングを頼んでいる」

「もしよければ私が洗いますが……」

「あぁ。そうだな……頼もうかな。せっかくだし」

　リビングのすぐ隣につながっている部屋が寝室らしい。その隣にもう一つ扉があった。

「ここは使っていない部屋だから、自由に過ごして。とりあえず結華様が住むと思ったからベッドとタンスと机は用意しといたけど、必要なものがあれば言って」

「ありがとうございます」

　荷物を自分の部屋に置くと、結華は早速エプロンをしてリビングに戻った。

　久成はソファーの上でノートパソコンをカタカタと打っている。

　職場は持たない、といっていたことを思い出した。普段からこうして、自宅で仕事をしているのだろう。邪魔にならないようにフォローしていこう。

　もうすぐ正午、昼食の時間だ。久成は食事をするのだろうか。

「久成……さん」

　小さい頃はひーくんと呼んでいたが今は自分の雇い主である。

　苗字で呼ぶべきなのかもしれないが、あまりにも他人行儀すぎるかと、下の名前で呼んでみた。久成が不満そうな顔をしてこちらを向く。

「ひーくんでいいよ。結華様に〝さん〟付けされるの違和感ありすぎ」

「……す、すみません」

「俺は……結華って呼んでいい？」

「もちろんです」

　昔は自分の家族が久成の親を雇っていたから、〝様〟をつけて呼ばれていた。だからといって彼に呼び捨てされるのは嫌ではない。むしろなんだかしっくりきて心がほっこりした。

「あ、そうだ」

　久成が財布から黒色のカードを出して、結華に渡す。

「これで自由に買い物していいから。俺は朝と晩しか食べない。朝はほとんどフルーツばかりで、夜は外食かケータリングばかりかな。だから夕食は作ってほしい。あとなるべく一緒に食事をしよう」

「わかりました」

　仕事をしているようなので邪魔をしてはいけない。結華は短く答えると、リビングを後にした。

　まずは冷蔵庫に何も物がないので買い物をしてこようか。

　結華が外出しようとすると、久成も立ち上がる。

「買い物してきます」

「俺も行く」

「……一人で大丈夫です。お仕事なさっていてください」

「一人で荷物を持ってくるの大変じゃないか？」

「大丈夫です。結構強くなったんですよ。小さい頃はいつも荷物を持ってもらっていましたよね」

　結華がにっこり笑って返事をすると、久成は少しだけ表情を崩したが、クールな顔に戻りソファーに座り直した。

「……じゃあ、何かあれば連絡してくれ」

「わかりました。行ってきます」

　マンションから出るとオフィス街になっていて、買い物できるような手頃なスーパーがあまりない。

　デパートの地下の食料品街が一番近いことがわかりそこに行った。しかしどれも高い食料品ばかりで買うのに躊躇してしまう。

　自分の両親の会社が倒産してからお金のありがたみがとてもよくわかったので、無駄遣いはしたくない。安くて美味しいものをたくさん作りたいと考えていた。

（ひーくんは、小さい頃、好き嫌いがなかったけれど今も何でも食べられるのかな？）

　一人暮らしをするようになってから料理を作ることが多くなったが、誰かのため、ましてや男性のために作るなんて初めての経験だ。

　とはいえこれは仕事の一環だ。彼氏のために料理を作ることに憧れていただけに、ちょっとだけ寂しいと感じた。

　頭を捻らせてメニューを考える。

　今日はオムライスとポテトサラダ、コンソメスープにしようと決め、必要な材料をかごに入れていく。久成の家には調味料もほとんどなかったので、必要最低限のものを買うことにした。







　材料を買い込んでマンションに戻るとお客様が来ていた。リビングで何やら打ち合わせをしているようだ。スーツを着た男性が真剣な面持ちで久成の話を聞いている。結華の気配を感じたのか、振り返った男性が結華を見る。目が合うと、軽く会釈をしてくれた。結華も慌ててそれに返す。

　職場を持たないでこうして働くというのも一つの形なのかもしれない。子供ができたら面倒を見ることもできる。高齢になった親のお世話だって可能だ。久成のことを改めてすごい人だと思った。

「結華、洗濯とか掃除とか自由にやってくれていいから」

　打ち合わせをしているのかと油断していたが、急に声をかけられたので驚いてしまう。

「はい、かしこまりました」

　来客に対して結華を住み込み家政婦とわざわざ説明しない。もしかしたら恋人と間違われているかもしれないと変な想像をしてしまう。

　久成と恋人なんて絶対にありえない。立場が逆転してしまい、今ではまったく手が届かない雲の上のような存在になってしまった。……そこでふと我に返った。

（何を考えているの？　仕事に集中しなきゃ）

　結華は洗濯場に向かった。

　ほとんど使われていないようで、新品同様の洗濯機だった。電源を入れて回している間にお風呂掃除をする。

　一つ一つの部屋の作りが大きい。丁寧に磨いているとかなりの時間が過ぎていた。

　気が付くと夕方になっていて、そろそろ夕飯の支度をしなければいけない。

　来客が帰ったようなので、キッチンに向かい料理を始めた。

　ふと視線を感じて顔を上げると、久成が壁に寄りかかり結華を見ている。

　何か気に障るようなことをしたかとドキッとした。

「ど、どうかされましたか？」

「幼い頃はおっとりしたお嬢様という感じだったけど、テキパキと動いて立派だ」

「えっ……、お仕事なので」

「頼りにしている。料理も楽しみにしている」

　久成は、口端をクイッと上げて少し微笑むと、リビングに戻り仕事をする。キッチンから働いている様子が見える。横顔が真剣でかっこいい。喉仏も大人っぽくてセクシーだ。本当に久成はいい男に成長した。

（さ、料理に集中しよう）




　料理が出来上がった。誰かに食べてもらった経験がない結華は緊張しつつ、リビングに行って久成に話しかけた。

「準備ができましたので、いつでもお召し上がり頂けます」

　パソコンからこちらに視線を向けて、ゆっくりと立ち上がって近づいてきた。至近距離にドキッとしてしまい、結華は目をそらす。どうしてこんなに間近で見つめてくるのだろう。心臓がおかしな動きをしてしまう。

「せっかく作ってくれたから、温かいうちに食べようかな」

「い、今すぐに準備をします」

　急いでキッチンに戻り、食事をダイニングテーブルに運んでいると、久成が手伝ってくれる。

「お、うまそう」

「飲み物はどうしますか？」

「ビールにしようかな」

「かしこまりました」

　子供だと思っていた久成がアルコールを飲むなんてなんだか不思議な気分だった。

　冷蔵庫で冷やしてあった缶ビールとグラスをテーブルに置く。

「結華は、アルコールは飲まないの？」

「多少なら飲めますけど……あまり強くないです」

「じゃあ、少しだけ付き合ってよ」

「わかりました」

　自分の分のグラスを持ってきてビールで乾杯をすると、久成は一気に飲み干してしまった。オムライスにスプーンを入れて口に運び、もぐもぐと無言で食べている。

　もしかして、口に合わないだろうか？　久成の母親の手料理はとても美味しかったことを覚えている。

　不安げな瞳で見つめる結華に気づいたのか、久成は頷いた。

「すごく美味しいよ」

　ほっとして、涙が出そうになる。

「ありがとうございます。好き嫌いがないかわからなかったので迷ったのですが」

「何でも食べられるから安心して」

　好き嫌いがないなんて、とてもありがたい。栄養バランスを考えていろんな料理を作っていこう。

　こうして誰かと食事をするのはすごく久しぶりだ。

「誰かと一緒に食べるご飯って、美味しいですね」

「ああ、だな」

　しかも相手は弟のように可愛がっていた久成だ。気兼ねなく過ごすことができる。でも、雇い主ということを忘れてはいけない。公私混合してしまわないよう、気を引き締めなければ。

「お仕事お忙しいですか？」

「忙しいことは忙しいけど、自分の時間も大切にしたいからあまり詰め込まないようにしているんだ」

「そういう働き方って、なんだかいいですよね」

「ありがとう。なかなか理解してくれない人もいるけど、結華がわかってくれたらそれでいい」

　やさしく笑ってくれたので胸がドクンと動いた。

　こうして男性と二人で食事をするのは初めてだ。だから、さっきから顔が火照るのだろうか。アルコールを飲んだせいかもしれない。少しふんわりとしてくる。

「結華、顔がちょっと赤くなってきたな」

「……久しぶりにお酒を飲んだので」

「無理しないほうがいい。酔いつぶれたらそれはそれで好都合だけど、やっぱり意識があるときにしたいし」

　何の話をしているのか意味がわからない。久成はときどき、ぼそっとつぶやいて楽しそうな、ちょっぴりいたずらっ子のような表情をする。




　食事を終えると、結華は食器を片付ける。

　久成は入浴をしているので、その間に終わらせておこう。

　今日は一日バタバタと過ごしてしまったけれど、とても充実した一日だった。

　やることを終えてしまったのであとは自分もお風呂に入って眠るだけだ。

　手持ち無沙汰になりあっちに行ったりこっちに行ったりした。

　大きな窓の前で立ち止まり、景色を眺める。キラキラと輝いている夜景がとても綺麗だ。この風景を毎日見ながら過ごせるなんて、とても贅沢だ。

　うっとりしていると、窓ガラスに男性の影が映った。振り返ると上半身裸の久成が頭を拭きながら近づいてくる。

「きゃっ」

（見てはいけないものを見てしまった！）

　結華は、慌てて両手で顔を隠した。すると、久成は楽しそうに近づいてくる。

「どうかしたのか？」

「……パジャマに着替えてくださいっ」

　手首をつかまれた。

　よく鍛え上げられた胸板が目に入る。彫刻のような美しい体だ。

　あんなに子供だったのに、立派な男性に育っている。

　きっとたくさんの女性と戯れてきたのだろう……。複雑な気持ちになり眉毛を寄せた結華に久成が顔を近づけてきた。

　何かされると思って反射的に瞳をぎゅっとつぶると、クスッと鼻で笑われた。

「結華も風呂に入ってこい。労働時間を決めていなかったな。夕食を作り終えたらもうプライベートタイムだと思ってゆっくりしていいから」

「は、はい……。ありがとうございます。お風呂いただいてきます！」

　逃げるようにしてバスルームへと向かった。




　浴槽に入ってスーと大きなため息をつく。

　先程のことを頭に思い浮かべる。久成が近づいてきてドキドキしてしまった。

　二十六歳にもなってキスすらしたことがないと知ったら、彼は驚くだろうか。惨めでそんなこと絶対に知られたくない。

　同級生は結婚をしたり子供を産んだりしている人もいるのに、どうして自分は恋愛に疎いのだろう。生きるために必死で恋人を作る余裕なんてなかった。

　お風呂から上がってパジャマに着替えようと思ったが、下着を外したままここから出てもいいのかと躊躇する。

　寝室に入るためにはリビングを通らなければいけない。

　パジャマ姿を見られるのはなんとなく恥ずかしい……。迷った挙げ句下着をつけてからワンピースタイプのパジャマに着替えた。




　おそるおそるリビングに戻ると、久成はソファーに座ってワインを飲みながら、のんびりとテレビを見ていた。

「お風呂いただきました。ありがとうございます」

「そんなに気を使わなくてもいい。ずっと一緒に暮らしていた仲だろう？」

　そうは言っても昔とは立場が違う。失礼な態度を取ることは許されない。

　ホテルで働いていたので、接客の心構えが染み付いてしまっている。

　そのまま寝室に戻ろうとしたとき、久成が手招きをするので隣に腰をかける。

　緊張しながら座っていると、手をぎゅっと握られた。

　何かと思って視線を送ると、久成の指が結華の指に絡んできた。

「風呂に入ったばっかりなのに冷たいな。緊張しなくていいぞ」

「……は、はい」

「結華の手、小さい」

　やさしい声でつぶやく。

　久成は結華の手を持ち上げて手の甲に唇を押し付けてきた。続いて指一本一本にキスをしてくる。羽毛でくすぐられているほど柔らかなタッチに、結華は全身の血液が沸騰してしまいそうだった。

「ひーくん、ど、どうしたの？」

「結華のことを食べてる」

「はぁ？」

　妙に色っぽい声で言われた結華は悩殺されそうになった。このまま指を愛撫されていたら、変な気分になってしまう。なんとか離れて立ち上がったが、手首を引っ張られた。

「きゃっ」

　バランスを崩して久成の腕の中に倒れこんでしまう。息が止まりそうなほどびっくりして固まってしまった。一体何が起きているのか、理解ができない。

「さぁ、お楽しみの時間に付き合ってもらおうか？」

「へっ？」

　顔を真っ赤にしながら結華は抜けた声を出した。

　いくらなんでも、相手が大事な久成であっても、流されてはいけない。結華は必死に抵抗をする。

「家政婦の仕事に夜のことは含まれておりません」

　勇気を出して言ったのに抱きしめる力が強くなってきた。逆効果だったかもしれない。 

「幼い頃にゲームをする時間を奪われたんだ。お前には罪を償ってもらう」

「え……？　ゲーム？　どういうこと？」

　意味がわからなくて顔を上げると、久成はからかうような瞳を向けていた。 

「昔、得意げに俺に勉強を教えてきただろう？　俺はゆっくりとゲームをして遊びたかったのに、立場上逆らうことができなかったから仕方なく言うことを聞いていたんだ」

「そうだったんですかっ……」

　てっきり勉強熱心な子供かと思っていたのに。

「家庭教師ごっこに付き合ってやったんだ」

「そんなぁ……。一生懸命聞いてくれていたじゃないですか」

「お前に逆らって母親が解雇になったら困るからな」

　結華はショックで何も言えなくなってしまった。喜んでくれていると思っていたのに、辛い思いをさせていたのか。

「たっぷり楽しませてもらおうか」

　口端を上げて笑うと、久成は結華の顎をクイッと持ち上げて顔をだんだんと近づけてきた。小説や漫画で見たことがあるキスシーンだ。どうしようと思った次の瞬間、唇を奪われてしまった。

　柔らかくて肉厚な唇の感触に頭が真っ白になってしまう。

　上唇を食べるように唇で挟まれ、下唇をペロペロと舐められる。地に足がつかないようなそんな感覚に陥った。

　やさしいキスだと思っていたら激しくなっていく。

「んっ……」

　呼吸をする余裕がなくて鼻でなんとか呼吸をする。

　一度唇が離れると、至近距離で目が合った。

　結華は、驚きすぎて瞳に涙が溜まっている。

　久成はとても愉快そうだ。

　もうやめてくれるのかと思った結華の後頭部に手を回され、再び深く口付けをされてしまった。どうしてこんなことになっているのだろう。

　ファーストキスはロマンチックな場所で大好きな彼氏とする予定だったのに……。唇をぎゅっときつく閉じていると、舌がペロペロと舐めてくるのでつい緩んでしまった。

　思わず口を開くと、唇を割って舌が入り込んでくる。

　凝り固まっている結華の舌に絡め合わせてきた。

　口の中を舐められると、体がじんわりと熱くなってくる。

　何度も唇がくっついたり離れたりを繰り返していると、呼吸するタイミングがなんとなくわかってきた。

（乱暴だけれど、包み込まれるようで不思議……）

　長いキスが終わると、久成は結華の背中を支えるようにしてソファーにゆっくりと寝かせた。綺麗な顔に上から見つめられると、結華は動揺とときめきと、いろんな感情が混ざり合い目をそらす。

「……こんなことするなんて、ひーくんらしくないわ」

「残念だったな。小さい頃の俺は猫をかぶっていただけだ」

　久成が顔を思いっきり寄せて勝ち誇ったように言う。

「綺麗な肌は、あの頃のままだな。ずっと触れてみたいと思ってたんだぞ」

　突然褒められた結華は、顔が真っ赤になる。

　結華の首筋に唇を押しつけチュッチュと小さなリップ音を立てて吸う。

「くすぐったいよ、ひーくん」

　手を突っ張り抵抗するが、ビクとも動かない。体重をかけてくるので困惑しながら顔を背けると、首筋をペロペロと舐めながら胸の膨らみを手のひらで包み込んできた。

　一瞬、久成の動きが止まった。

「寝るときも下着をつける派？」

「……いつも外していますけど、恥ずかしかったので」

「へぇー。俺のこと、少しは男として意識してくれてたんだ」

　図星だったので口をつぐんでしまう。どうして意地悪なことを言うのだろう。

　ワンピースタイプのパジャマの上から胸を揉みしだかれると、背中にしっとりと汗をかいてきた。いけないことをしているのに、気持ちよくなってくる。

「ちょっと……待って……」

「そんな甘ったるい声で言われてもねー」

　もがいていると胸を触っていた手が、ウエストラインに降りてきた。お腹を触り、腰回りを触り、ヒップラインを撫で回す。

　体の線を確かめられているようなエロティックな手つきだ。

「こんなに体が細いのに胸は結構大きいんだな？」

　羞恥心に襲われ、この環境から一刻も早く逃げたくなってしまう。

　太ももに触られるとゾクゾクと背筋に何かが走っていくような感覚に襲われた。ワンピースがめくられると、ショーツがあらわになる。

「……お願い、見ないで」

　涙声でお願いするけれど全然聞いてくれない。

　そのままワンピースが脱がされた。

　ピンク色の小花がらの下着姿になり、結華は頭痛とめまいを起こしてしまう。

　手をクロスして胸を隠す。しかし、久成は結華の手首を持って頭の上に固定した。

「大人になっていい体に成長したじゃないか。俺好みだ」

「ひーくん、冗談は本当にやめて」

　立場が逆転する前のように、ちょっとだけお姉さん口調で言ってみたが、久成には結華の言葉は届かなかった。

　ブラジャーのホックをあっという間に外され剥ぎ取られてしまう。ぷるんと膨らんだ胸が久成の黒目に映し出される。

　男性に裸を見せたことがない結華はパニック状態になっていた。胸を持ち上げるように下から包まれる。丁寧に揉まれると、結華の呼吸が浅くなってきた。

「……あっ、やっ……ぁ……」

　抵抗しようとしても腕に力が入らない。

　久成は胸の弾力を楽しむかのように揉みしだいている。

　指先で乳輪の周りをなぞられ、胸の先端が色濃く硬くなってきた。

　触られていることに思考が追いつかない。でも……不思議と嫌だとは思わない。それは幼い頃から一緒に過ごしていた久成が相手だから？

（違う。私はきっと……）

　小学校の頃、同級生と恋の話をしたことがある。好きな男の子がいるとか、あの人がかっこいいとか。胸がキュンキュンするとか。

「結華ちゃんは好きな人いるの？」

　質問されたとき頭に浮かんだのは久成だった。いつも笑顔で、頭がよくて、素直で。年下だが頼りになる存在だった。

（私の初恋の相手はひーくんなんだ）

　だからこうして触られていても、心の底から嫌だとは思わないのだろう。

　一つ気になるのは〝罪を償え〟ということ。

　彼も自分のことを好きだったら問題ない行為なのかもしれないけれど、これはあくまでも〝償い〟。そう思うと一気に悲しみがこみ上げてきた。

　過去にそんなに辛い思いをさせていたのなら、今日は彼の好きにさせてあげるべきなのだろうか。そんなことを思い始めた次の瞬間。

「あっ……んっ」

　胸の先端を指先で弾かれた。強い快楽に体がビクッと跳ねる。そのまま、人差し指と親指で固くなった胸の先端をつままれた。

「あっ……」

　久成の指がやさしく動いたり、ちょっと刺激的に動いたりして、その度に自分の口から甲高い声が出てしまう。自分の体じゃないみたいだ。

　左右を両方一緒に刺激されるともう何も考えられなくなってしまう。

　五本の指がたくみに動き、胸の先端を執拗に責めてくる。このまま続けられたらおかしくなってしまいそうだ。けれど、久成を受け入れようと覚悟を決めた結華は、唇を噛みしめて快楽を受け止める。

「……あっ……、弄っちゃ……んっ……あぁぁ」

　少しずつ快楽の世界に引きずりこまれていく。今度は胸の先端に顔を近づけてきた。唇から長い舌が出てきて絡め上げる。舌のざらついた感触が気持ちよくて、結華は動揺してしまった。

　チュパチュパと音を立てながら、吸われる。

　片方の胸を舐めながらも、もう片方の胸への刺激も忘れない。久成の指先が胸の先端をカリリと引っ掻いた。

「あっ……んっ……あぁぁっ」

　まったく余裕がない結華とは対照的に、久成はこういうことに慣れているような雰囲気だ。それがなんだか悔しい。喘がないように自らの腕を唇に押し当てた。

「もっと喘げよ……結華の気持ちよさそうな声を聞かせてくれ」

　首を横に振ると、久成はムッとしたような表情を見せ、結華の胸に唇を強く押し付けてきた。

「やぁっ……んっ……あぁっ」

　久成は結華の膝の裏に手を差し込み、足を大きく開かせた。慌てて足を閉じようと試みたが、力の差は歴然で抵抗もできない。

「もっとセクシーな下着をつけたほうがいいな」

　子供っぽいと言われたような気がして腹が立つ。その割には熱の宿った瞳でじっと見つめてくるから、何か矛盾しているような気がした。

　ショーツの上からツーっと撫でられると、じんわりと熱くなってくる。ぐりぐりと無遠慮に押し付けられる指で、固くなった部分が刺激される。ピリリと甘い電流が体の中を走り抜けていく。 

「あぁぁんっ……いやっ、そんなところ、触らないで」

　ショーツの横から指が入り込んできて、薄い粘膜にダイレクトに触れられた。経験したことのない感触に頭がぼうっとしてくる。すごく熱を帯びているのがわかる。大切なところが溶けてしまいそうだ。敏感な粒がこねくり回される。

「……あっ、だめぇ」

「気持ちよくて頭がおかしくなってしまいそうか？」

　意地悪な口調で質問された結華は悔しげに睨んだ。久成はこんなに意地悪を言うような人じゃないはずなのに。

　困った表情をする結華に久成は動きを止めて質問をしてくる。

「ここでやめてもいいけど、どうする？」

　優しさからくる質問ではないことは、結華にもわかった。久成の美しい顔に、意地の悪い笑みが浮かんでいたから。

　身体がぶるりと震えた。この先に何が待っているのかわからないが、結華の身体はもう、本能でそれを求めてしまっている。しかし、このまま続けてとお願いする勇気がなくて、結華は彼の腕をそっとつかんだ。

　久成は結華の意図を汲み取り、くすくすと笑いながらさらに刺激を強くした。

　ショーツを脱がされ一糸まとわぬ姿になってしまう。

　恥ずかしすぎて今すぐに穴に入りたい。

　体を強引に引き起こされ、ソファーの背もたれに寄りかかる。

「……ひーくんのこと、受け止めてあげたいけど、どうしようもなく恥ずかしいの……」

「もっと気持ちよくしてやるから」

　足を大きく開かれる。すぐ隣にやってきて久成が身を縮めた。

　胸を舐めながら、大切な所の花びらを指で開く。そのたびにぴちゃぴちゃと濡れた音が耳に届いた。

　敏感なところをあちこち刺激される。初めてなのにこんなにも体が反応してしまうなんて。

「あっ、ん……っ、あぁぁっ」

　どんどんと蜜があふれてくる。体からこんなにも液体が出てくるなんて知らなかった。

　自分の体は、ちょっとおかしいのかもしれない。

　久成の中指がゆっくりと蜜壺に入ってくる。驚いて腰を引こうとしたところで押さえられた。

「……あっ！」

　違和感を覚えたのは始めだけで、浅いところで抜き挿しを繰り返されるうち、だんだんと快楽が芽生えてきた。

「こんなに濡らして……いやらしい体をしているな。もしかして、経験があるのか？」

「初めてに決まっているじゃないですか！」

　思わず大きな声で言い返した後、しまったと思った。

　いい大人なのに経験の一つもないのかと思われるのはなんとなく嫌だ。

「へぇ。でもキスくらいはしたことあるだろう？」

「……」

　黙り込んでうつむくと、久成は嬉しそうな笑みを浮かべる。

「俺に触られるために誰にも触らせてこなかったのか？　いい子だ」

　そんなつもりはなかったけど……。

「結華、ほら力を抜いて」

　甘い声で言われただけで、結華の体はとろけていきそうになった。

　花びらを指で開かれ、触られたことないところを次々と攻められる。柔らかくて敏感な部分が熱くなり、頭がぼんやりとしてきて何も考えられない。気持ちよくて、おかしくなってしまいそうだった。

　久成が結華の大切なところを大事そうに舐めている。ぬるぬるしていて、ねっとりとした感触がなんとも言えない。

「あっ、んっ……あっ……ふぅ、んっ……」

　蜜壺の入り口に指が挿入される。かき混ぜながら、敏感な粒を吸われると耐え切れない。

「変になっちゃう、あっ、んっ」

　さらに激しく刺激された結華は、何かが迫ってくる気がした。

　大きな刺激に飲み込まれてしまう。

「いやっ」

　体をピクピクと震わせる結華を久成の大きな手が撫でた。そのまま、結華は意識を手放した。







　目を覚ますと、結華はパジャマを着せられて、ベッドの上に眠っていた。

　すぐ隣に人の気配を感じてドキッとする。おそるおそる横を見ると、久成がすやすやと寝息を立てて眠っている。彼が目を覚まさないように静かに起き上がった。

　まつ毛が長くてとても綺麗な肌をしていて、何時間でも見ていられそうだ。

（……見惚れている場合じゃない。どうしてこんなことになったんだっけ）

　必死で昨夜のことを思い出そうと試みる。そうだ。昨夜は体のあちこちに触られて、初めての快楽に溺れてしまったのだ。そのうち記憶をなくしてしまい……。

（そのあとは、何もされなかったよね？）

　あまりにも衝撃的な出来事だったので、思い出すだけで体中が火照りだす。

　償いという言葉を使い、強引に触れられてしまった。弟のように思っていたからこそ、男女の関係にはならないと勝手に決めつけていた。

（私が無防備すぎたの……？）

　久成は、昔は猫をかぶっていただけだと言った。しかし結華にはそうは思えなかった。あんなことをされたというのに、今でも結華は久成のことを悪い人間だとは思えずにいる。

　きっと、離れていた十数年の間に何かが彼を変えてしまったのだ。

（それに私……嫌じゃなかった）

　乱暴なキスも、淫らな指先の動きも。昨夜、久成から与えられた全てのものが。

　逃げようと思えば逃げることもできたはずだ。しかし結華はそうしなかった。もっと触ってと自分から求めた。だから、久成だけが一方的に悪いわけじゃない。

（私……ひーくんのこと、もっと知りたい）

　久成が家政婦を必要としていることは確かなはずだ。結華は、もう少しここで家政婦として働くことを決意した。







　そっとベッドから抜け出したところで、この部屋が久成の寝室だということがわかった。大きなベッドと机というシンプルな部屋だ。

　極力音を立てないよう、しずしずと自分の部屋へ行き、慌てて着替えをした。

　少し冷静になって鏡を見つめる。

　全身を見られてしまったのだ。どんな顔をして彼に会えばいいのだろう。これから家政婦として働くのに、かなり気まずい。

　ふらりと、視界が揺れた。昨夜の衝撃が尾を引いているのだろうか。頭にもやがかかったようにふわふわとした心地が続いている。

　結華はふるふると首を振り、両手で軽く頬を叩いた。

（とりあえず、仕事をしなきゃ！）

　結華は、冷蔵庫の中に入れてあるフルーツをいくつか取り出し、カットすると綺麗に皿に並べる。

　コーヒーか紅茶を飲むかもしれないので、マグカップを準備しておいた。

　昨夜の名残だろうか。執拗にいじられ続けた胸の先端がブラにこすれる度、結華の身体をビリリとした快感が駆け抜けた。隅々まで触られ、舐められた感触が鮮明に蘇る。

　思い出して頬が真っ赤に染まった結華は頬に手のひらを当てた。

（どうしよう。普通の顔をして過ごすことなんてできない……）

　考えるだけでめまいを起こしそうになり、軽くこめかみを押さえた。

　ふと視線を感じて顔を上げると、久成がすぐ近くに立っていた。

「……ひ、ひっ」

　にっこりと笑顔を向けられた結華は、フリーズしてしまう。

「おはよう。顔が真っ赤だけど朝からエッチな想像をしてたとか？」

「まさかそんなわけありません……」

　ムッとした表情になり結華は久成から視線をそらした。目が合っているだけでドキドキしてしまう。昨夜の淫らな時間を思い出して、まともに働けない。

　彼はとても危険な香りがする。

　久成が近づいてきて結華の背中に触れようとしたのでさっと避けた。

「そんなに警戒することないだろ。食べやしないさ」

　いろんなところを食べたくせに……と、思いつつも言葉にすることはできなかった。

「朝食をご用意しましたので、どうぞお座りください」

「はい、はい」

　やっと離れてくれたのでほっとした。結華がフルーツを運ぶと、だるそうにチェアに腰をかけた久成が、肘をついて顔を覗き込んでくる。その瞳に見つめられると、透視されて裸を見られているような気分になって落ち着かない。

「コーヒーと紅茶どちらがいいですか？」

「結華」

「は？」

「朝から結華を召し上がりたいと言ってんの」

「申し訳ありませんが、丁重にお断りします」

　チェッと、舌打ちをしてムッとしている。まるでわがままな王子様みたい。

「紅茶」

「かしこまりました」

　なるべく感情を乱さないようにして、仕事に集中しよう。いちいち彼の行動に反応していたら身も心も持たない。

　紅茶を運んで来てテーブルにそっと置く。先ほどから彼の視線が痛い。

　そのせいかわからないけれど頭がズキズキと痛む。

「結華、座って」

　真剣な面持ちで声をかけられた。

　結華は言われたとおり、久成の向かいに腰を掛けた。

「昨日の償いの話だ」

「はい」

「これからも償う気があるなら俺の言うことに従ってもらう。嫌なら今すぐ出て行っても構わない。……まあ、もう帰るところはないが」

　勝ち誇ったように言う。結華は初恋の人があまりにも変わってしまったことに、大きな衝撃を受けていた。

　これからも償うということは、昨夜のようなことをこの先もされてしまうということだろうか。もしかすると、昨夜以上のことも。

（ひーくんは始めから、そのつもりだったんだ。私に償いをさせるために、住み込み家政婦の話を持ちかけたんだ）

　ひどく悲しくなった。「女の子の一人暮らしは物騒だから」そんな上辺だけの言葉を信じ、浮かれていた自分が恥ずかしい。

　けれど久成の言うとおりだ。結華にはもう、帰る場所がない。アパートは解約してしまった。

「ほら、黙ってないでなんとか言ったらどうだ？」

　意地の悪い笑い声で言う。結華はうつむき、悲しみにわななく唇を噛みながら久成を睨んだ。

「なんだ、怒ったのか？　お嬢様という立場を利用して、俺をいじめたのは誰だったかな？」

「い、いじめたなんて、私……」

「いじめてない？　放課後、毎日のように勉強を教えてやるだの本を読んでやるだの言って、俺の時間を奪ったじゃないか」

「それは！」

「それは？」

　綺麗な瞳が結華を見据える。昔のまま、強烈な強さで人を惹きつけて離さない美しい瞳だった。結華は昔から、この瞳に弱い。吸い込まれてしまいそうで、目が反らせなくなる。

「だって……ひーくんが可愛くて、ずっと一緒にいたかったから……」

　顔が、火を噴くように熱い。

　そうだ。ずっと一緒にいたかったのだ。言葉にした途端、今更のように実感した。

　たくさんの使用人に囲まれた賑やかな生活だった。多忙な両親に変わり、周囲の大人たちはたくさんの愛を与えてくれた。けれどそれでは満たされない部分があった。

　そんな日々の中で、結華にとって久成の存在は心の拠り所だったのだ。頭が良くて優しくて、いつも結華ことを気遣ってくれる一つ年下の少年。弟の面倒を見ているつもりで、実際は結華の方が久成に面倒を見てもらっていたのかもしれない。

（そうよ。ひーくんはいつだって、私に優しくしてくれた……）

　ふいに、視界が揺れた。そう思った瞬間、結華は身体から力が抜けていくのを感じた。バランスを崩した上半身が床に崩れ落ちる。

「結華！」

　薄れゆく意識の中、久成の声が遠く聞こえた気がした。







　目が覚めると夕方になっていた。

　体が熱くて呼吸が苦しくて、汗をびっしょりとかいている。何か飲み物がほしい。

　体を起こすと扉が開いて久成が入ってきた。

「目が覚めたか」

「私……」

　状況が飲み込めず戸惑っている結華の額に、久成の手が添えられた。ひやりと冷たい大きな手だった。

「熱を出して倒れたんだ」

　言って、久成はベッドサイドに置かれていた水差しからコップに水を汲み、それを結華に差し出した。

　結華は水を飲みながら考えた。確か、リビングで話をしていたはずだ。恥ずかしさのあまり火照っているのだと思っていたけれど、あれは熱が出ていたせいだったのか。

「まだ熱が高いようだから、もう少し寝ろ。……その前に、汗をかいているようだから着替えたほうがいい」

「そうします」

　素直に頷くと久成が部屋から出ていく。

　ベッドから下りて着替えを探していると、久成がすぐに戻ってきた。

　パジャマを脱ぐ前でよかった。また裸を見られてしまうところだった。

「ど、どうかしましたか？」

「これ、使うだろ」

　久成の手にはタオルがある。よく気がつくところも幼い頃と同じだ。

　自然な動きで額の汗を拭いてくれる。昨日は酷いことをされたけど、やっぱり久成はやさしい。

「ありがとうございます」

　優しい手付きでタオルが頬、首筋と移動する。壊れ物のように丁寧に扱われ、結華はこそばゆい気持ちだった。

「自分でできるから、大丈夫です」

「甘えられるときは人に甘えたほうがいいぞ」

　小さい頃は両親にたっぷり甘えていたけれど、一人になってからは誰かに甘えた記憶がない。強く逞しく生きていかなければと思っていたからだ。久成のやさしさがじんわりと体中に染みていくような感じだ。

「背中も拭いてやる」

「……い、いや、もう、本当に自分でやります」

　裸になったらまた体を触られるかもしれないと、結華は身構えてしまった。久成は素直に動揺を見せる結華の頭を、安心させるようにポンポンと軽く叩いた。上目遣いに見つめると慈愛に満ちた瞳をしていた。

「ほら、早くしろ」

　固まっている結華のパジャマを久成が脱がせてしまう。 

「病人を襲うつもりはないから安心しろ」

　考えていることが読まれてしまった。

　くるりと回転させられ背中を向けると丁寧に拭いてくれる。そして綺麗なパジャマに着替えさせてくれた。汗がすっきりするとなんだか気分もよくなった気がする。

「何か食べられそうか？」

「……ちょっとなら」

「じゃあ待ってろ」

　久成が部屋から出て行くと、結華はベッドのヘッドボードに枕を置いて背中を預けていた。早く治して久成の役に立ちたい。お世話になってばかりだ。

　申し訳ない気持ちで待っていると、久成がゼリーを持ってきてくれた。

　久成はベッド脇の椅子に腰掛け、ゼリーをスプーンで掬った。そうしてそのまま、スプーンを結華の口元へと運ぶ。

「ツルッとしているから食べやすいと思うぞ」

「あ、ありがとうございます」

　断ってもきっと食べさせると言って引かないのではないか。抵抗して彼の大切な時間を奪うのが申し訳ないと思い、結華は素直に口を開いた。

　咀嚼をして飲み込むと、のどごしがよくて気持ちがいい。

「美味しいです」

「少しでも栄養をつけないとな。結華は少し細いから心配になる。元気になったらもっと食べさせないと」

　まるで父親みたいに、とても大切にしてくれているのが伝わってくる。

　久成は、どうしてこんなにやさしいのだろう？

　（相手がどんな人であっても、親切にできるんだろうな）

　そういう心配りのできる人に結華は心が奪われる。

　自分の立場を忘れて、もっと久成に近づいてみたいとついつい思ってしまった。でも、彼の周りには素敵な女性がたくさんいるのだろう。

　久成の手が伸びてきて、親指が結華の唇に触れた。

「口についてるぞ」

　拭ったものをペロッと舐める仕草を見ると、結華は顔が真っ赤になった。

　心臓の位置がはっきりとわかるほど、ドキンと動く。

「いちいち俺の動きに反応しすぎ。これから長く一緒に暮らしていくんだから、少しは慣れてくれ」

「……申し訳ありません」

　結華の頭をポンポンと撫でてから、部屋を出ていく姿を見送る。

「どっちが年上かわからないじゃない……」

　結華はつぶやいて小さなため息をついた。

　久成との暮らしはまだ二日目だというのに、結華の心はもうこんなにも揺れ動かされてしまっている。

　絶対に恋なんてしちゃだめだ。家政婦という立場を忘れないようにしなければ。

　結華は自身に言い聞かせるように胸の中で唱えた。







　次の日の朝までぐっすりと眠ることができた。

　ぼんやりとした視界で部屋のぐるりを見渡すと、パソコンに向かう久成の姿があった。結華がいつ目を覚ましてもいいようにと、ここで仕事をしつつ寝ないで看病してくれていたのだろうか。パソコン画面を見つめる真剣な横顔から、目がそらせなかった。

　結華の視線に気づいたのか、久成は手を止め結華のほうへと向いた。突然のことに、結華はドキッとした。

「おはようございます」

「おはよう」

　久成が立ち上がり、ベッドに片膝をついて額同士をくっつけてきた。

　また心臓がおかしな動きをしている。緊張しすぎて呼吸が止まりそうだ。

「だいぶ熱が下がったみたいだな。でもあまり無理はするなよ」

「……お世話になってしまい、本当に申し訳ありません。ありがとうございました」

「そんなに他人行儀なこと言うなよ。俺たちの仲だろ？」

　含みを持った言い方をされ、結華はどう返事をしていいのかわからなくて、うつむいた。結華も久成もいい大人の男女なのだ。体だけの関係というのもあり得るのだろうか。大人になってからの久成との付き合いはまだ日が浅いが、男女関係に対する彼の価値観が結華とは大いに異なっていそうだ、ということだけは理解できた。久成にとっては、そんな男女のあり方も当然なのかもしれない。

　しかし、そんな関係は悲しすぎると、結華は思う。よりによってどうして、久成とそんな危うい関係にならなければいけないのだろうか。

　久成は、泣きそうな顔をしている結華を心配した瞳で見つめていた。

「……元気になったら精一杯働くので今後ともよろしくお願いします」

「こちらこそ」

　久成がノートパソコンを持って部屋を出て行くと、結華は深呼吸をする。

　きっと、この胸の鼓動は……。胸に手を当て、うつむく。

　結華は雇い主である久成に恋をしているということに気がついてしまった。

　彼のことを好きになってしまうなんて、自分でも想像していなかったので驚いている。財産も家族も全て失った結華では、大成功している久成には不釣り合いだ。その上久成は、昔の結華の行いを根に持っている。

　この恋は決して悟られてはいけない。どうかこれ以上彼のことを好きになりませんように。










第三章

ときめきを隠して











　住み込み家政婦をするようになって三週間。久成との生活もだんだんと慣れてきた。

　風邪を引いたときは看病してくれたおかげですぐに治り感謝している。

　あの日から、ときめきを隠しつつなんとか過ごしている。

　仕事で忙しいのに結華のことを気にかけてくれたことが本当にありがたくて、何かお礼をしたいと思っているけどなかなかアイディアが浮かばない。

　今日は久成が珍しく外出しているので、一人でフローリングの拭き掃除をしていた。広い部屋だが毎日丁寧に掃除している。綺麗になるのは楽しいし、気持ちがいい。

　あれから久成は、淫らな行為をしてこなかった。けれど、頭を撫でてきたり、ハグしてきたりされる。キスをされそうになったことがあり、思わず受け止めようとしたが、恋心があるからこそ、あえて避けた。

　アメリカで一年間暮らしていたそうなので、スキンシップが多いのは仕方がないのかもしれない。

　フローリングの掃除を終えると、久成が帰ってきた。

「おかえりなさい」

「ただいま。はい、お土産」

　袋を手渡されて受け取ると、中にはアイスクリームが二つ入っていた。八月も下旬だというのに、まだ暑い日々が続いている。

　部屋の中は空調が調整されているので不快な感じはしないが、 一歩外に出れば太陽の日差しはとても強い。

　久成は外出すると必ず甘いものを買ってきてくれる。そういう小さな気遣いに結華はどんどん久成に落ちていくのだ。

「ありがとうございます！　お茶にしましょうか？」

「そうするか」

　ティータイムは麦茶を飲むことが多い。準備をしてローテーブルにお茶を置いた。並んでアイスを食べていると幸せな気持ちになる。

　嬉しくて思わず微笑むと久成もやさしい瞳を向けてくれた。

「これから来客があるから」

「わかりました。私は夕食の買い物に行ってきます。何か欲しいものはありますか？」

　少し考えたような表情をして、一つ頷く。

「結華かな？」

　顔を真っ赤にして久成の肩をバシッと叩いた。

「冗談はやめてください」

「お前は本当にピュアだな。二十六歳とは信じがたい」

　長い腕が伸びてきて抱きしめられた。

　安心してこのまま眠りたくなる。

　自分が久成と対等な立場だったら、恋人にしてほしかった。

　甘い時間を過ごして、デートをして、寄り添いたい。

（変な妄想をするのはやめよう。虚しくなるから……）

「か、買い物に行ってきます……！」

「いってらっしゃい」

　ドキドキする胸を押さえて結華はマンションから出ていく。

（好きになっちゃった。私はただの家政婦なのに。久成さんがやさしくするから……）

「人のせいにしちゃいけないよね」

　切ない声でつぶやいて、トボトボと歩き出した。







　スーパーで食材を物色しながら、夕飯の献立を考える。夏休みのせいか、店内には子連れ客が多かった。お菓子を買ってくれとねだる子どもや、夕食は何が食べたい？　と子どもに尋ねる母親。

「誕生日だからハンバーグ！」

　そんな光景を眺めていたらふと、結華はあることに気がついた。

（今日って、ひーくんの誕生日だ）

　久成の誕生日は八月十日。夏休み中であるため、学校の友達から祝われることは少ない。そんな久成をかわいそうに思った結華の父の提案により、結華の家族と久成の家族、そして使用人らで誕生日パーティーを開いたことがあった。

　結華の脳裏に、パーティーの主役として嬉々としてケーキのロウソクを吹き消す、幼い久成の姿が思い起こされた。

（そうだ。今日はお祝いをしよう）

　結華は急に張り切って早歩きになった。これなら、いつもお世話になっていることへのお礼ができるかもしれない。

　夕食はちょっぴり豪華にして、久成の好きなものをたくさん作ろう。料理の他に小さめの誕生日ケーキも用意しよう。

（昔のように豪華なケーキを用意してあげたいけれど……今は二人きりだもの。あまり大きくても食べきれないよね）

　幼いころの久成が、小さな口で美味しそうにケーキを頬張る姿を思い出し、思わずくすりと笑みが溢れる。

　大人たちから渡されるプレゼント、一つひとつに丁寧なお礼を言って受け取っていた久成。あのとき結華の父がプレゼントしたのが……ゲームだ。

　そこで結華は、あっと短く声を上げた。

（久成さんの言っていた"ゲームをする時間が奪われた"というのは、あのときのゲームのこと？）

　懐かしい記憶と現実が交差する。

　ゲームをもらったときの久成の嬉しそうな顔と、勉強を教えるときの少しだけ困惑した瞳。

（ゲームをプレゼントされてあんなに嬉しそうだった久成さんに、私は水を差すようなことをしてしまったのかな）

　正直、当時のことはあまり覚えていない。しかし久成の言葉を信じるのならば、自身はきっとパーティーの後、久成の時間を奪ってしまったのだろう。"勉強を教える"という善意の押し売りで。

　久成にとっては、結華に"償い"を求めるほど辛く苦しいことだったのかもしれない。初めての夜、無理矢理に近い形で触れられたことを思い出す。けれど、その後の彼は「俺に従え」という言葉とは裏腹にやさしく接してくれている。彼はもう、結華のことを許してくれたのだろうか。

（幼かったとはいえ、彼を怒らせてしまったことには変わりない。なのに私、償うどころかひーくんに恋してしまった……）

　叶わない恋だとはわかっているが、大切な彼の誕生日をお祝いさせてもらいたかった。

「誕生日らしいメニューってどうしたらいいんだろう」

　罪滅ぼしではないけれど、今日は久成の喜ぶことをとことんやってあげたいと思った。

　考えた末、結華はトマトパスタとシーザーサラダとシチューを作ることに決めた。

　レシピを考えながら材料をかごの中に入れていく。久成の家政婦になる前は人のために料理をした経験がなかったけれど、今では食べてもらうために作るのが日課になっている。この日々が終わってしまわなければいいな……。

　デパートの近くにある人気のケーキ屋さんで小さなホールケーキを購入すると、何か誕生日プレゼントを渡せないかと紳士物のあるお店に入る。でも、どうしていいのかわからない。欲しいものは何でも買えるだろうし。

　結局、気に入らないと言われたら困るので、贈り物は用意しなかった。

　買い物を終えてマンションに戻ると、久成には来客があり仕事の話をしているようだった。

　結華は邪魔をしないようにと、帰宅したことは告げずにキッチンで料理を始めた。




「では、是非ともご検討ください」

　スーツをしっかり着こなした来客が立ち上がり、久成が玄関まで見送る。結華は台所で仕上げに入っていた。そこに久成が様子を見にやってきた。

「腹減った」

「もう少しでできあがるので、お待ちくださいね」

「今日は買い物時間が長くなかったか？」

「あぁ……ちょっと」

　誤魔化すと、久成はわずかにムッとした表情を見せたものの、何も言わずにリビングへと戻っていった。誕生日だから……と言おうと思ったがタイミングを見失ってしまった。

　準備を終えるとテーブルに料理を並べていく。いつもよりもちょっと豪華なので、久成は不思議そうな顔をしている。

「気合い入ってるけど、なんかあったの？」

「今日はお誕生日でしたよね。ささやかなお祝いをしたいなと思いまして……」

　家政婦なのに勝手なことをしたかな。

　緊張しながら伝えたが、久成はまんざらでもなさそうな表情をした。

「覚えていてくれたんだな」

「はい。小さい頃に一緒にケーキを食べたことを思い出して、すごく楽しかったなって」

　こんなささやかな料理ごときで許されないのはわかっているが、結華は気持ちを伝えたかった。

「あのとき、お父様がひーくんにゲームをプレゼントしたんですね。大事な時間を奪って本当に申し訳ありませんでした」

　頭を深く下げる。どうやったって過去には戻れない。許してほしいなんて贅沢なことは望まない。ただ、少しでも久成の苦しかった記憶を薄れさせることができれば……。　

　顔をあげない結華を見ながら、クスッと久成が鼻で笑う。

「結華は真面目だな。もういいから、とりあえず今は過去を忘れて食事をしよう」

　ゆっくりと体を起こして久成の瞳を見つめた。慈愛に満ちていて、結華は泣きそうになる。やっぱり、彼は昔のままの彼なのだ。

　スパークリングワインをグラスに注いでから、向かい合って座ると久成にハッピーバースデーを歌った。 

「お誕生日おめでとうございます」

「ありがとう。まさか大人になって結華に祝ってもらえるとは思わなかった」

　料理を口に運ぶ彼の顔がほころんでいる。

「どれも本当に美味しい」

「子供に作るようなメニューばかりですみません」

「謝るなよ。俺は心から喜んでるぞ。おかしくなってしまいそうだ。結華のこと、めちゃくちゃにしたくなる」

「え？」

「いや」

　おいしそうに食べながら、久成はおもむろに結華に視線を向けた。

「来年の誕生日も何かご馳走を作ってほしいな」

　まさかの発言に言葉を失ってしまう。来年も一緒にいることを許してくれるのだろうか。

　久成は、結華の返事がないことを別の意味に捉えたようで、不機嫌そうな表情を向けてくる。

「もしかして来年もここで働いているなんて考えられないか？」

「え、いや……。ひーくんに恋人ができたら私は不要かなと思いまして」

「……そんなふうに思ってるんだ」

　何を言っているのだろう。

　言ってしまってから失言に気付いた。

　結華は焦り、話題を変えようと思って立ち上がる。

「ケーキも買ってきたのですが、食べませんか？」

「食べる」

「用意してきますね」

　逃げるようにキッチンに行き、深呼吸をした。

　好きな気持ちを抱えたまま働き続けるなんて拷問だ。

　報われない恋をしてしまうことが、こんなにも辛いと思わなかった。

　久成に別の家政婦を見つけてもらうべきかもしれない。

　胸の痛みには気づかないふりをして、結華は精一杯の笑顔でケーキと紅茶を、テーブルに運んだ。

「ホールケーキなんていつぶりだろう」

　切り分けて皿に載せ、久成に出す。甘くてとても美味しい。けれどそれを存分に味わうことができない。二人の間に流れる空気が、あからさまに悪いのだ。原因は久成だ。言葉にこそしないものの、その態度が彼の機嫌の悪さを物語っている。気に障るようなことを言ってしまっただろうか。

　結華は訳がわからないながらに、久成に寄り添おうとして必死に笑顔を向けた。

「いろいろと選んだんですが、誕生日プレゼント……何を選べばいいかわからなくて、買えなかったんです。ごめんなさい」

「別にいいけど」

　ケーキを食べ終えた久成が唇をペロリとなめた。

　テーブルに肘をついて手の甲に顎乗せ、からかうような瞳を向けてきた。

「いいこと、思いついた」

「な、なんでしょうか？」

「誕生日プレゼント、お前でいいよ」

「え？」

「お前の初めてを俺にちょうだい」

　またふざけたこと言っているのかと思って軽く流す。最近は破廉恥なことを言われていなかったので安心していたのに、周期的にそういう気分になるのだろうか。

　しかし久成はおもむろに立ち上がると、結華の後ろにやってきて、長い腕で抱きしめてきた。

「きゃっ」

　びっくりして、小さな悲鳴を上げてしまう。

「どうしても嫌なら仕方ないけど……。どうする？」

（どうするって言われても……）

　ドキドキしすぎて頭がおかしくなりそうだ。呼吸が荒くなるのを必死で誤魔化す。発情しているなんて思われたくないのに、好きな人にこうして触れられると、体がどうしても反応してしまう。

　久成の唇が結華の耳元に近づいてきた。ふぅっと息を吹きかけられる。

「結華さ、実は小さい頃から俺のことが好きだったんじゃないの？」

「……」

　返事に困っている結華の耳たぶを舌で嬲ってくる。

「んっ……ぁ」

「どうして、何も言わない？」

　濡れた耳に話しかけられ、ゾクゾクする。久成が少し強く抱きしめてきた。

「償い……、まだまだ足りてないんだけど」

「か、体を差し出すことで償いになるのなら、それでも構いません」

　幼い頃にそんなにも嫌な思いをさせていたのなら、体を差し出しても構わない。そう思った。しかしそれは純粋なる償いの心ではなかった。結華はこの先の人生で、久成以上に好きになれる相手に出会うことはないだろうと感じていた。

（奪ってくれるなら、むしろそうして……）

「いい度胸だな」

　手を引いて立たされた。

　向かい合うと、後頭部に手を添えられ顔が近づいてくる。

　そのまま吸い込まれるようなキスをした。

　久しぶりの口づけに結華は一瞬でフリーズしてしまう。

　唇と唇をチューリップのように重ねながら、胸を揉みしだかれる。

　今日は最後までするつもりなのだろう。

　久成が本気なのだとわかった。

　自分で選んだ道なのだから後悔はしない。初恋の人に初めてを捧げられるなんてとても幸福なことだ。たとえそこに愛がなかったとしても。今まで一人で生きて、頑張ってきたご褒美かもしれない。

　上を向かされてもっと深いキスをされる。口の中に舌が入り込んできてかき回されると、だんだんと全身が熱くなってきた。

　半袖のサマーセーターの中に手が忍び込み、ブラジャーの上から胸を揉まれる。

　唇は唇で塞がれていて言葉を発することはできない。久成の綺麗な人差し指がブラジャーの隙間から入ってきて、すでに硬くなっている胸の先端をコリコリと転がし始めた。

「あっ……んっ……」

「もうこんなに硬くなってる。本当は触ってほしかったんじゃないのか？」

　意地悪なことを言って、ニヤッとするその顔すら愛おしい。

　サマーセーターを脱がされると、ブラジャーのホックが外され、胸があらわになる。

　彼の瞳に見つめられるだけで感じてしまい顔が赤くなってきた。自分はこんなに淫らな体だっただろうか。

　一度しか触れられていないのに、快楽の記憶が一気に蘇る。立ったまま久成は結華の胸の先端を舐める。ぬるぬるとしていてざらついた舌の感触がなんとも言えない。左右に転がして甘噛みされる。

「あんっ……、痛い……んっ、あぁ！」

　快楽が胸の先端に集中して、どんどんと硬くなっていくのがわかった。

　音を立てながら吸い付かれ、もう片方の胸は人差し指と親指でつままれている。

　同時に受ける刺激に腰がくねくねと動き出す。

　もどかしくて、いやらしくて、変な気分になり、ショーツの中がとろとろになっていく。

　胸を弄っていた手がだんだんと降りて来て、スカートをめくり上げられた。恥ずかしくておかしくなりそうだった。

　あまりにも気持ちよくて太ももが震えてしまう。

「あ……あっ……んっ……」

　執拗に胸の先端を舐めてくれるが、他のところはなかなか触れてくれない。

　焦れったい。体に溜まっていく熱を解放させて欲しい。

　胸から唇が離れると、お腹の上を舌が這う。快楽がぞくぞくとこみ上げてくる。

　膝立ちになった久成が結華のウエストに手を回しぎゅっと抱きしめて、お腹に頬を寄せた。まるで甘えるかのような体制に恥ずかしくなってしまう。

　久成の頭にそっと触れると、愛しさがこみ上げてきてどうしようもない気持ちになった。ドキドキと心臓が動いて、全身がキュンと痛い。

　これは恋人同士の行為ではないのに、抱きしめ合っているだけでなんだか幸せな気持ちになってきた。思わず「好き」と唇から言葉がこぼれそうになる。

　次の瞬間、久成がすくっと立ち上がって結華を横抱きにした。

　体が急に宙に浮いた結華は思わず久成の首に腕を回した。お姫様抱っこだ。その体制のままキスをしてくれる。まるで、本物のお姫様にでもなったかのようだ。

「結華」

「ひーくん」

　名前を呼び合うだけで、くすぐったい。

　久成の寝室の前に立つと、彼は足で器用に扉を開いた。

　中に入るとダブルベッドの上に寝かされる。

　シャツを脱いだ彼のよく鍛え上げられた裸から、目をそらせなくなった。

「そんなにじっと見られると恥ずかしい。俺も結華の裸……しっかり見たい」

　スカートを脱がされると、膝の裏に手を入れて足を大きく広げられた。ショーツの上から人差し指が筋に沿って撫でてくる。

　体をピクピクと跳ねさせると久成はやさしい笑みを浮かべていた。

　初めては痛いというふうに聞いたことがあるけれど、覚悟は決まっている。

　彼の指先が結華の体をほぐしていくように繊細に動き始めた。

　敏感な粒が円を描くように動かされる。

　ゆっくりとゆっくりと快楽の世界に引き込まれていく。

「はぁ……んっ……ぁ……っ」

　体が柔らかくなっていき、呼吸が浅くなっていく。

　シーツをぎゅっと握りしめながら快楽に溺れていた。

　ショーツが脱がされベッドの下に放り投げられると、濡れそぼった秘所が空気にさらされてひんやりとした。

　人差し指と中指で花びらを広げられる。じっと見つめられだんだんと熱を帯びてくる。

「あまり見ないでください……」

「どうして？　俺に見られるだけで感じてしまうのか？　ひくひくと動いていて可愛いぞ」

　大切なところに久成が顔を近づけてきた。長い舌が伸びてきて淫らなところをペロペロと舐めてくる。じんじんと熱くなりヌルヌルに濡れそぼつ。

「あっ……んっ……いやぁ……」

　気持ちがよくて足を閉じようとするも、しっかりと押さえつけられていて、閉じることが許されない。

　敏感な小さな粒が吸われると、蜜壺から次から次へと、とろけたチョコレートのような液体があふれ出る。シーツを濡らしてしまうのではないかと心配になってしまう。

「……そこ、そんなに舐めないで……なんかおかしくなっちゃうよ……あぁぁんっ……」

　敏感な粒を舐めながら、潤いの泉に人差し指をほんの少しだけ挿入する。かき混ぜられると、ピチャピチャと濡れた音がして結華は穴に入りたい気持ちになった。

　浅いところで抜いたり挿したりを繰り返される。

「あっ……そこ、あっ」

　久成の指がゆっくりと奥まで進んで行き、内側の壁を擦られると、とんでもなく気持ちがいい。そこを集中的に刺激された結華は、思わず大きな声を上げてしまった。

「あぁぁんっ！」

　久成がクスッと笑っている。

「そんなにいいのか？」

「あ、だめ、はぁっ……んっ」

　続けて擦られる。耐えきれなくて体が跳ねた。

　頭が真っ白になり、恥を忘れて喘ぎ続ける。

「あぁっ、んっ……あっ、もう、いやぁ……！」

　気持ちがいいところを弄られ、固くなった敏感な粒が思いっきり吸われると、結華は大きな快楽に飲み込まれてしまった。

　目の前で大きな花火が弾けたような強い衝撃にかられる。

「あぁぁぁっん！」

　乱れた呼吸を繰り返しながらそっと瞳を開くと、久成がすぐ近くで頭を撫でてくれた。

「もういっちゃったんだな？」

　目を合わすだけでも恥ずかしい。

　顔を背けると、顎を持たれて視線を絡め合わせられた。そして、ちゅっと口付けをする。うっとりする結華に久成が色っぽい目を向けてきた。

「これからが本番だ」

「……はい」

　緊張しながら頷くと、クスッと笑う。ジーンズを脱いで下着も脱ぐと、天に向かって大きくそそり立っている物が見えた。あんなに大きいのが入るなんて信じられない。

　動揺する結華を横目に久成は、引き出しから避妊具を取り出して慣れた手つきでセットする。いつも常備しているのだろうか。自分と使うためだけに購入してくれていたらいいのに。結華は目に見えない相手に嫉妬してしまう。

「力抜いて」

「は、はい」

　大きく足を開かれ、久成の体が入って来た。

　緊張で全身が強張る。

　久成の指の関節が結華の頬を撫でる。そっと瞳を開くと、慈愛に満ちた目に見つめられていた。彼のやさしい視線が大好きだ。他の人に向けないでほしい。自分の中にこんなに大きな独占欲があったことに驚いた。

　濡れて柔らかくなったところにゆっくりと熱の塊が押し込まれていく。少し入っただけだとほとんど痛みは感じなかった。案外、大丈夫かもしれない。そう思ったが、奥に進んでいくときつくて、シーツをギュッと握りしめた。

　これ以上先に進んだら壊れてしまうのではないかと、不安だった。

　胸の先端を指でやさしく弄られる。意識がそちらに集中している間に、グイッと奥まで入ってくる。メリメリと引き裂かれた感じがして瞳に涙が滲む。

「はぁっんっ」

　破瓜の痛みに耐えていると、久成は結華の頭を片手で撫でて柔らかな表情を浮かべていた。

「もう少しだから頑張ってくれ」

「は、はいっ……」

　久成がとてもやさしい。もっと、好きになってしまいそうだ。この気持ち、どうしてくれるのだろう。

　結華の横に手をついてグググッと押し込んでくる。

　自分の中が貫かれたという感覚に陥ったとき、久成がとても気持ちよさそうなため息をつく。

「これで全部入った……」

　一つになったのだと思うと不思議な気持ちに襲われる。恋人じゃない人と、初めてを供にするなんて想像すらしていなかった。

　温かくて、硬くて、大きい。

　受け入れたことがない結華の体が開かれていく。

　神秘的で涙が出そうになった。

「はぁ……、はぁ……」

　結華の呼吸が落ち着くまで、そのまま動かないでいてくれる。

　やさしいキスが何度も繰り返され、胸の先端を吸い上げられた。上からも下からも快楽に包まれていて、包み込む空気が甘く香っている。

　二人は指を絡ませ合う。こんなに密着しているなんて不思議な気持ちだった。久成がゆっくりと腰を動かし始めると、結華は思わず身構えてしまう。

「深呼吸して……。大丈夫必ず気持ちよくなるから」

「……は、はい」

　久成はこういう行為に慣れている。

　恋人じゃないのに独占欲が湧き上がってきてしまうなんて。こうして体を重ねただけなのに。自分はなんて重い女なのだろう。

　あまり余計なことは考えないようにして、今この時間を大切な思い出にするのだ。

　意識を集中させると、かなり奥まで入り込んでいてお腹の中に久成がいるのだとわかった。手前まで引き抜かれたと思ったら、再び一番奥まで突かれる。

　一回一回の動きに強い快楽に襲われる。

　気がつけば痛みが消えていて体の底から快感が湧き上がってきた。

「あっ……んっ……あっ」

「結華はここが好きなんだな。覚えておこう」

　まるで次もあるかのような言い方だ。

　恋人じゃない男性とこんなことを何回も繰り返すなんて、もう結華は限界だった。もっと好きになってしまいそう。

　瞳を開けて彼の表情を確認するととても幸せそうだ。気持ちよさそうな顔を何時間でも見ていたい。

　腰を動かしながら胸の先端を口に含み、上からも下からも快諾を与えてくれる。結華は無意識のうちに久成の背中に手を回してしまっていた。二人は愛し合う恋人のように思いっきり抱きしめ合いながら、一つになっている。

　久成の呼吸が荒くなっていき、クライマックスが近づいているのだと結華はわかった。自分の中に入っている彼が硬く大きくなっている。すると、快楽がさらに強くなっていき結華は再び絶頂に達してしまった。

「俺もイク」

　同時に彼も果て、白濁を放つ。

　二人とも汗ばんだ肌をしていて、ものすごく激しく運動をしたような感じだった。

　ぼんやりと天井を見ていると、久成がすぐ隣に添い寝してきてやさしく頭を撫でてくれる。彼女にでもなったかのような錯覚に陥ってしまうけど、勘違いしてはいけない。

「頑張ったな」

「……女性にして下さりありがとうございます」

「ムードがない言葉だ」

　つまらないと言わんばかりに口を尖らせた久成に結華は背中を向けた。間違いなく結華の中で、恋心が膨らんでいる。どうしたらいいのだろう。このまま一緒に過ごしていたら、どこまでも堕ちていきそうで怖かった。

　あぁ……体がとてつもなく重い。

　まどろんでいると、結華はそのまま眠りについてしまった。







　九月になったが、残暑でまだまだ汗ばむ陽気が続いていた。こういう日は、さっぱりしたものを作ろう。

　買い物をして帰ってきた結華が廊下を抜けてリビングに入ると、久成はランニングマシーンで走っていた。いつもこうして鍛えているからスタイルがいいのだろう。結華も見習わなければとぼんやり見つめていると、走り終えた久成が結華に視線を向けた。

「おかえり」

「ただいま戻りました」

　あれからというもの、二日に一回のペースで抱かれていた。

　償いにしては回数が多い気がする。断ればいいのに彼に求められてしまうとついつい許してしまう。

「汗かいた」

「何か冷たい飲み物でも用意しましょうか？」

「いや。結華と一緒に風呂に入ろうかな」

「えっ。私はこれから夕食を作らなければいけないので……」

　ムッとした表情をされると、断れなくなってしまう。とても自分勝手な人なのに、どうしてか愛おしい気持ちが湧いてしまう。最近では自分は根っからのＭなのではないかと不安に思い始めていた。大好きな人のワガママはたっぷりと聞いてあげたい。

　食事もお風呂も寝るのもいつも一緒にいるから、気持ちが膨らむ。

　好きになったところでハッピーエンドにはならない。

　このままここで働いていてもいいのだろうかと、思い悩むようになっていた。

　幸いなことに久成には本当に女性気がない。彼女がいないのが救いだったりもする。

「わかった。夜にたっぷり可愛がらせてもらうから、美味しいご飯作ってて」

　近づいてきて耳元で囁くと、久成はバスルームへと消えていった。

　リビングに一人になった結華は、真っ赤になった自分の耳を手のひらで押さえた。

　いちいち心臓が壊れそうになってしまう。惚れやすい性格ではないと思っていたのに、久成は自分にとって特別な存在。幼い頃から彼に惹かれていたのだろう……。




　料理をしているとリビングに繋がる扉が開いた。

　入浴を終えたのかと思って振り返ると、そこには知らない女性が立っていた。背が高くて顔が小さくて茶髪のボブヘアーでとても可愛らしい人だ。驚いた結華は料理をしている手を止めて彼女に近づく。

「……どちら様でしょうか？」

「あなたこそ、誰？」

「家政婦です」

「佐藤寧々子ねねこです」

　にっこりと笑って挨拶をされたので、結華は固まってしまう。

　この部屋にいたわけではないと思うけれど……。そうなると合い鍵を持っていることになる。合い鍵を渡す間柄ということは、普通に考えると恋人ではないだろうか。

　久成にこんなに可愛らしい彼女がいたなんて聞いていない。

　お姉さんか妹かもしれない。……ただ記憶の限り久成は一人っ子のはずだ。結華が推理をしていると、上半身裸の久成が頭を拭きながらバスルームから戻ってきた。寧々子の姿を見てもまったく驚いていない。

「おう、来てたのか？」

「ずいぶん若い家政婦さんね。久成、ちゃんとご飯食べてる？　お菓子ばかり食べてないでしょうね？」

「あぁ。結華が住み込み家政婦として働いてくれているから」

　ちらっと寧々子に視線を向けられたので結華はぎこちない笑みを浮かべた。まだ心の中で今の状況を理解できていない。それなのに二人の会話がどんどん進んでいく。

「寧々子も一緒に食事していけよ。結華の料理、すげぇうまいから」

「お腹ペッコペコなのよ。でもいいの？　突然来て量を増やせる？　迷惑じゃない？」

　一人増えたくらいなんでもない。けど、初対面の人に食べてもらうのは勇気がいる。ただ、久成の大切な方を追い返すわけには……。

　寧々子が心配そうに視線を向けてくる。

「お口に合うかわかりませんが、ぜひ」

　なるべく顔が引きつらないようにして返事をして、キッチンへと戻った。

　料理をしていると、色んな感情がふつふつと湧き上がってくる。

（あんなに綺麗な彼女がいるのに、私と戯れるなんて信じられない！）

　結華は絶望的な感情に支配されてしまう。料理をしている間も、二人は楽しそうに話していて、自分が家政婦なのだと思い知らされているようだ。実際そうなのだけど、なんだか悲しくて体に力が入らない。

　今日のメニューは煮魚と豆腐とわかめの味噌汁、海藻サラダときんぴらごぼう。せっかくだから二人きりになりたいだろう。もしかしたら長い時間いるかもしれないと思い、おつまみも用意しておいた。

　心を込めて作った結華は、二人の許可を得てからテーブルに並べた。

「わー美味しそうじゃない。栄養バランスも考えられていて、彩りも綺麗！」

「どうぞ、ごゆっくり召し上がってください」

　結華が頭を下げて席を外そうとすると、久成が不機嫌そうな表情を浮かべてくる。

「結華も一緒に食べろよ」

「本日はちょっと用事がありますので、申し訳ありませんが外出させていただきます」

「用事？　そんなの聞いてないけど」

　一緒に食事をするのが気まずかったので思いついた嘘だ。嘘は好きじゃないけど、この空間にいることが耐えられなかった。

　自分の部屋に入り、急いで身支度をする。リビングに戻ると寧々子が瞳をキラキラとさせていた。

「超、美味しいわ」

「ありがとうございます。では、失礼します」

　頭を下げた結華は、久成を見ないようにしてマンションを出た。

　ぶらぶらと歩きながらファーストフードに入る。あまりカロリーが高いものは食べないようにしていたが、今日は無性に食べたくなってしまった。ビッグのサイズを注文するとカウンターに座って大きな口を開けて食べる。

　お嬢様暮らしだった頃、久成がこっそりとテイクアウトして持ってきてくれたハンバーガーの味が忘れられず、こうしてたまに食べている。

　自分の中で久成との思い出がたくさんありすぎて辛い。

　その時、スマートフォンにメッセージが届いた。確認すると、高校時代の同級生、曽我そがからだった。

「同窓会どうする？　仕事が忙しいのか？」

　今週の土曜日同窓会があることをすっかりと忘れていた。中学校までは元お嬢様ということでクラスにあんまり馴染めなかったが、高校のメンバーには結華の過去は関係なかった。今でも仲がいい。

「……返事しなきゃ」

　久成は外出することを許してくれるだろうか？

　だめだとは言わないだろうけど、なんとなく言いづらい。それに着ていく服などを用意する時間もない。でも、みんなには会いたい。

「ごめん。返事するのをすっかり忘れていたよ。明日には返事するから少し待っててもらえる？」

　オッケーと動物が指を立てているスタンプが返ってきた。マンションに戻ったら久成に出席してもいいか相談してみよう。




　二十二時になり、そろそろ帰ってもいいかと思い戻ることにした。

　玄関の扉を開くと、まだ赤いパンプスが置いてある。どうやら寧々子は帰っていないようだ。

　邪魔をしないようにそっとリビングルームに入ると、彼女は一人でワインを飲んでいた。

「おかえりなさい～」

「……ただいま戻りました」

「おつまみも最高だったわ。酔っ払っちゃったから今日は泊まらせてもらうわね。適当にここらへんで眠らせてもらうから、気にしないで」

「もしよければ、私の部屋をお使いください」

「いいの。ソファーで寝るの結構好きなのよ。飲みながら眠るみたいな」

　寧々子がケラケラと笑っているが、そこに久成の姿がない。どこに行ったのだろう。

「久成、あなたが電話しても出ないからって心配して探しに行っちゃったよ。帰ってきたってメッセージ入れとくね」

　慌ててスマートフォンを確認すると、着信が何度もあった。

　鞄に入れてふらふらと歩いていたので気がつかなかったのかもしれない。

　メッセージを送り終わった寧々子がにっこりと見つめてくる。

「こんなにお料理が上手で可愛らしい家政婦さんがいると久成も喜ぶわね」

「……ありがとうございます」

　久成の恋人を目の前にして結華は悪いことをしているような気持ちになった。自分は浮気相手なのだ。彼女を裏切るようなことをしてしまったことになる。

「私、海外に行くことが多くてここに来たのは半年ぶりなの。部屋が片付いていて安心したわ。あなたのおかげなのね」

「少しでもお役に立てて嬉しいです」

　二人きりで話しているのはしんどい。でも、突然自分の部屋に戻るのも失礼だ。久成が戻ってくるまでは会話をしておこう。

「契約期間とか決まってるの？」

「いえ……」

　早く出て行ってほしいと思っているのかもしれない。せめて、住み込みはやめてほしいだろう。

「いつまでもこの仕事をしているべきではないと考えています」

「……そうなの？　どうして？」

　質問をされて答えに困っていると、リビングの扉が乱暴に開いた。久成がものすごい剣幕で近づいてくる。

「結華！　こんな遅い時間までどこに行ってたんだ。電話をしても出ないし」

「申し訳ありません……」

　頭を深く下げると久成から盛大なため息が聞こえてきた。

　雇い主を怒らせてしまうなんてとんでもないことをしてしまった。ゆっくりと顔を上げると、鋭く光っている瞳と目が合った。

　結華はこの場にいることが耐えられなくなってしまい、頭を下げて自分の部屋へと入る。久成はそれ以上、追いかけては来なかった。

　結華はその場でしゃがみこみ、泣きそうになるのを我慢する。

　自分が想像していたよりも、彼のことを好きになっていたのだ。しかも、恋人がいる人を……。誰のことも傷つけたくない。一日も早くここを出て行こうと決意をした。










第四章

まるでお姫様











　次の日の朝。

　早起きをしてフルーツをカットすると、顔を合わせずに外出をした。

　久成は今日のお昼頃にアポイントが入っているはずなので、その頃に帰るつもりでいる。

　家を出るとき、まだ赤いパンプスがあった。

　バスルームから音が聞こえてきたのでシャワーを浴びていたのだろう。結華が隣の部屋で寝ているというのに二人は愛し合ったのだろうか。

　考えるだけで嫌な気持ちになった。

（……嫉妬できる立場じゃないのに）







　お昼頃にマンションに戻ると、赤いパンプスはなくなっていて、黒いビジネスシューズが玄関に置いてあった。

　安心して中に入り、様子を見るためにリビングを覗いてみると打ち合わせをしている。

「篠田社長が大きくされた会社を、是非とも我が社が購入したいと考えております」

　資料を出しながら説明している男性の声を聞いていると、結華はハッとした。顔をもう一度、注意深く見る。同級生の曽我だ。

　声をかけたかったけれど仕事の邪魔をしてはいけないので、キッチンで料理をする。まさか、旧友が久成の仕事相手としてやって来るとは思わなかった。世間は本当に狭い。

　しばらくすると、商談が終わったらしい。

「結華、おかえり」

　久成に声をかけられたのでお茶とお菓子を持って近づくと、曽我が目を丸くしていた。

「結華、お前、何やってんの？」

「今こちらの家で家政婦としてお仕事させてもらっているの」

「ホテルの仕事は辞めたんだな。篠田社長のような素晴らしい方の家で働かせてもらえてよかったな！」

「うん」

　久成は穏やかな表情を浮かべてはいたが、二人がなぜ知り合いなのか、どういった関係なのかが気になっている様子だった。それに気付き、曽我が説明する。

「高校時代の同級生なんです」

　久成は深く頷いて微笑んだ。

「そうだったんですか。とても偶然ですね」

「ええ」

　曽我が結華に視線を動かす。

「結華、昨日の件だけど、どうする？」

「あ……うん。今週の土曜日だよね……？」

　久成が柔らかな笑みを浮かべた。

「土曜日？　何かあるのですか？」

「同窓会がありまして」

　曽我が答えると、久成が結華に向く。

「行ってきたらいいじゃないか。せっかく旧友に会えるんだから楽しんでおいで」

　久成が快諾してくれたので結華は、ほっとした。でも、いつも忙しそうにしている彼を置いて、自分だけ遊びに行くのは申し訳なくも感じる。

「ありがとうございます」

「じゃあ、土曜日な！」

「うん」

「では、篠田社長、今度ともよろしくお願いします」

　曽我を玄関まで見送り、手を振る。久成は終始笑顔だった。今日は機嫌がいいのかもしれない。

　ところが二人きりになると、久成は威圧的な瞳を向けてきた。結華はビクッとなり、目を大きく見開く。

「同窓会があるならもっと早く言えばいいだろ。昨日の夜、どこに行ってたんだ。帰ってくるのが遅かったのもあいつと会っていたからか？」

「……会ってなんかいません。メッセージが届いただけです。一人で、ファーストフードでご飯を食べていました」

　うつむいて目をそらすと、久成に顎をクイッと上げられ視線が合う。

　食べられてしまいそうなほどの勢いでキスをされると、玄関先だというのに服の上から胸を揉みしだかれた。形が変わるほど力強く触られ結華は驚いた。

「いやっ。こんなところで何をするんですか。やめてください」

「お前がわけのわからない行動をとるからだろ」

　久成はなぜか、激怒している。

　どこに落ち度があったか、まったくわからない。

　羽織っていたカーディガンを脱がされ、キャミソール姿にされてしまう。

「ひーくん！」

　彼が何をしようとしているのかを察知し、手を突っ張って拒否するも手首をドアに押し付けられた。

　激しいキスを受け止める。

　口の中に久成の舌が押し入ってくる。強引に舌を絡め取られ、結華はこんな状況なのに感じてしまい力が抜けた。

　キスをしながら胸を揉まれる。キャミソールをめくられ、ブラジャーのカップは上にずらされた。ピンと張り詰めている胸の先端を久成の人差し指が弾く。

「はぁっ……ん、だめ、いやぁ……」

　もう片方の胸の先端を甘噛みし、両方弄られると体が火照り出す。

　静かな玄関に吸い付かれる音が響く。結華の耳は熱くなり、頭がぼんやりした。

「……いやぁっ」

　体が回転され、扉に手をついて立つ。

　スカートとショーツが一気に降ろされた。

「ひーくん、どうしちゃったの？　私が悪いことをしてしまったのなら言って」

　ベルトを外す金属音が聞こえ、ドキッとする。彼女がいるのにこんなことをするなんて。本来の久成は裏切りなどしないはずだ。

　これは償い……。強引にされてしまうのを阻止しないといけないことはわかっているが、結華は彼に抱かれたいと思ってしまった。

　恋人がいる人に胸をときめかせている汚い自分を消してしまいたい。

　久成はどうして怒っているのだろう。

「私が同窓会に行くのが気に食わないのですか？」

「俺が知らない間に、男と勝手に連絡を取っていたことが気に食わない」

「そんなこと言ったって同級生なんです……あっ、や、ん……あっ、はっ」

　後ろから覆いかぶさるように近づいてきて、敏感な部分を指先で刺激される。とろとろと蜜があふれてきて、太腿に滴る。太腿を伝い滴が玄関に落ちた。

「こんなに濡らして。あいつにも抱かれたのか？」

　グリグリと刺激をされている。

　快楽ポイントをしっかり抑えられているせいで、どんどん濡れてしまう。

「ひーくん以外と、そんなことしません……信じて……」

「確認してやらないとな」

　腰をぐいと引っ張られ、お尻を突き出すような格好にされたかと思うと、勢いよく最奥まで挿された。

「あぁっ……んっ」

　初めから激しく腰を動かされ、パンパンと肌がぶつかり合う音が聞こえた。

「やっ……」

　すぐそこが廊下だと思うと声が出せない。

　激しい快感に足から力が抜ける。しゃがみそうになったところで腰をつかまれて打ち付けられる。気持ちを置き去りにして欲望のはけ口にされているかのような行為を、結華は涙をこぼしながら受け止めていた。

「結華……、心配させるな」

「え？」

　強すぎる快楽に、結華の頭は真っ白になっていた。遠く、久成の声が聞こえた気がした。

　身体中から力が抜け、目の前がぼんやりとしてきた。ほとんど意識のない状態で快感だけを追っていた。

「あぁっ……、だめ、いっちゃう、んっ」

　結華は、あっという間に達してしまった。感じすぎておかしくなりそうだ。けれど久成は抜き挿しを止めない。

「あぁああっ」

　だんだんと意識が遠のいていく――。




　気がつくと夜になっており、久成のベッドの上で眠っていた。

　あのまま意識を失ってしまったのかもしれない。

　部屋には結華一人だけだった。

　おそらく彼はリビングで仕事をしているのだろう。

　同窓会に出席することを怒っているのではなく、知らない男と連絡を取っていたことが嫌だと言っていた。彼には恋人がいるのに……。

（私を、束縛したいのかな？）

　家政婦のことまで縛り付けておきたいだなんて、独占欲が強いにも程がある。

　まるで、久成の恋人が自分だと勘違いしそうになる。

　体がとても重い。

　ふうと小さくため息をついて、結華はもう一眠りすることにした。




　次に目を覚ますと太陽が昇っていて朝の八時になっていた。とんでもない時間まで眠ってしまっていた。

　ベッドから飛び起きて慌ててリビングに行くと、久成は涼しい顔をしてノートパソコンを開いている。

「ごめんなさい。寝坊をしてしまいました……。今すぐに朝食を準備します」

「いや、いらない」

　自分で淹れたのか、コーヒーを飲んでいる。

「……同窓会に着ていく服、買いに行くぞ」

「えっ」

「ついでにランチでもしてこようか」

　予想外の提案をされたので、結華は固まってしまった。

「曽我に笑われたら困るだろ。俺が近くにいるのに変な格好させて同窓会に送り出すわけにはいかないからな」

　そっけない言葉だったが、結華はその中に彼のやさしさを感じた。きっと彼は着ていく服がなくて困っている結華の心を読み取っていたのだろう。

「早く準備してくれ」

「わかりました」

　せっかくだから少しだけいつもよりオシャレをしようと、結華は自分が持っている中で一番お気に入りの水色のコットンワンピースに着替えた。

　メイクを済ませ髪の毛を整えてリビングに戻ると、久成はノートパソコンで仕事をしていた。本当は忙しいのではないかと心配になってしまう。

　結華に気がついた彼がこちらを向いて立ち上がる。

「可愛い」

「……あ、ありがとうございます」

　不意を突かれ、結華はどきりとしてしまった。久成はわかってやっているのだろうか。彼は結華をドキドキさせる名人だ。

　二人でマンションを出て、駅に向かって歩いていく。

「こうして二人で、ゆっくり出かけたことってなかったよな」

「いつも忙しそうにしていますからね」

　他愛のない会話をしながら、肩を並べて進んでいるとまるでデートをしているような気持ちになる。背の高い久成をチラッと見ると、やさしい目で見下ろしてくれる。

「……体、辛いか？」

「え？」

　昨日のことを言っているのだろう。たしかに少し強引だった。でも、気を失うほど気持ちがよかったのも事実だ。

　疲れて眠ってしまったから、心配しているのかもしれない。彼はいつも激しく抱くくせに、次の日になればすこぶるやさしくなる。だから、何をされても許したくなるのだ。

　どちらにしても、いつまでも恋人がいる久成と一緒に過ごしているのはよくない。

「大丈夫ですよ。……でも、ああいうのはもう終わりにしましょう」

「……なんで？」

　自分が一番わかっているくせに。

　寧々子という大事な人がいるのだから。

　その後はなんとなく気まずくなって、二人は無言のまま歩いた。




　連れてきてくれたのは、銀座にある洋食屋だった。昭和の初期から続く老舗店らしく、年代を感じさせるレトロモダンな店内では、数組のカップルが食事を楽しんでいた。

「お二人様ですね」

　案内されたのは二人がけの丸いテーブルだった。メニューを持ってきた女性店員がにっこりと笑みを浮かべる。

「おすすめはカップルセットです。パスタとハンバーグとサラダとドリンクがついてとても人気がありますよ」

（カップルって、恋人に見えるのかな。いや、二人組のお客さんには勧めているだけだよね）

「これにしようか？」

「は、はい」

　何を浮かれているのだろう。久成には恋人がいるのに……。

　切なくなってうつむく。

「こういうところには俺と一緒に来たくなかった？」

　予想外の質問をされた結華は、顔を上げた。連れてきてくれて嬉しい。しかも、恋心を抱いている久成となら、なおさらだ。だが、ここで喜ぶのもおかしな気がする。

「素敵な洋食屋さんですよね。なかなか来るチャンスがなかったのでありがたいです」

　あえて、久成と一緒に来たことには触れなかった。

　彼はムッとした表情になる。また機嫌を損なうようなことを言ってしまったようだ。

「お待たせいたしました」

　最初にサラダが運ばれ、続いてパスタとハンバーグがやってくる。真っ赤なナポリタンを見ると一気に空腹感に襲われた。

　シェアするため、小皿に取り分けてから手渡す。

　彼はサラダを取り分けてくれた。

　久成は器用にフォークでパスタをクルクルと巻いて口に入れる。彼の食事シーンを見ていると、自分もあの唇で食べられているのだと変な妄想をしてしまう。

「うまい。結華も食べろ」

「はい」

　美味しくて笑みがこぼれる。

　トマトケチャップの酸味と甘さがたまらない。絶妙なバランスだった。

「美味しいです、とても」

「こんなに嬉しそうな顔をするならもっと早く連れてくればよかった」

（まるで私が喜ぶことをしたいと言ってくれているみたい）

　彼の甘い視線を独り占めして、幸せな気持ちに包まれながら食事をする。

　久成が恋人だったら、どれほどの幸福が待っているのだろう。

（どうして、やさしくしてくれるの？）

　結華は不思議でたまらなかった。




　その後も結華は、まるで大切なお姫様のようにもてなされた。肌の調子を整えるべきだとエステに連れて行かれ、それが終わると服を選びにブティックへ。

　最後に訪れたのはヘアサロンだった。そこは流行に疎い結華でも聞いたことがある人気店で、オーナー兼トップスタイリストの予約はなかなか取れないことで有名だ。

「オーナーのレオは友人なんだ。結華のために特別に、閉店後の時間を空けてもらった」

　久成は当然のことのように淡々と言って、レオ、という美容師を結華に紹介してくれた。

「はじめまして、結華ちゃん。久成のお願いだからね。最高に美しくしてあげる」

　レオはにこやかに言って、結衣華の肩に腕を回してきた。そのまま肩を抱かれるようにしてカットスペースへと案内される。

　椅子に腰掛けると、手際よくカットクロスをかけられた。

「さぁて、どんなスタイルにしようかな」

　弾むような口調で言いながら、レオの指が結華の髪を梳く。そわそわした心地で鏡に目を向けると、鏡越しに久成と目があった。彼は結華とレオの後ろ、壁際に置かれたソファーに座っていた。長い脚を優雅に組んだその姿は、モデルのように絵になっている。

「あいつ、俺が結華ちゃんに手を出さないか監視してるんだよ」

　レオが結華にしか聞こえないような小さな声で言った。

「えっ？」

「付き合ってるんだろ？」

「まさか」

　否定しようとすると、レオは髪の毛を持ち上げてクスクスと笑っている。

　久成に自分は不釣り合いだ。でも、恋人に見えているのかと思えば少し嬉しい。

「嘘つかなくていいよ。ここにも、ここにも、マークがついてるぞ」

　結華の首筋を人差し指で押してくる。毎晩のように抱かれているせいでキスマークがきえていないのだ。見えるところにはつけないと約束してくれたのに。

　恥ずかしくて、結華は顔が真っ赤になった。これでは、否定しても説得力に欠ける。

　結華が困っていると、久成が立ち上がって近づいてきた。

「……おい、いつまでぺちゃくちゃ話してんだよ」

「まあまあ、ヤキモチを焼かない」

　完全にレオは結華と久成が交際していると勘違いしているようだ。

「結婚式はいつ？　ヘアアレンジやってあげてもいいけど」

　久成はそれには答えず、レオを睨みつけるとソファへと戻っていった。

「さ、ダーリンが怒っているから急いで仕上げないとな」

　話していると軽いレオだが、テクニックは超一流だった。あっという間に仕上がった髪の毛を見て結華は驚く。まるで髪質が変わったようだ。

　鏡を見てぼんやりとしていると、久成は会計を済ませて外に出ていく。結華は立ち上がると、レオに頭を下げてから慌てて追いかけた。

「私、自分で支払います」

「いらない」

「でも、困ります……。エステ代も支払ってくださいましたし、服も買ってもらったので……」

　食い下がる結華に久成は呆れたような瞳を向ける。

「お前は俺のものだ。自分のものに出資して美しくしたいと思うのは普通のことだ」

　乱暴な言い方に聞こえたけれど、結華に支払いをさせないようにするための気遣いだと思った。

「本当に……たくさんありがとうございます」

「大したことない。俺が小さいときに、もっといろいろとしてもらったからな」

　立場が逆転してしまっても、久成は彼のままだ。

　彼女がいるのに、もっと、好きになってしまう。

　どうしてここまで親切にしてくれるのか。

（寧々子さんが帰ってきたから、出て行ってほしいのかな……。手切れ金みたいな感じ？）

　胸がギュッと締め付けられたように痛くなる。

　結華が顔を歪ませると、久成は心配そうに見つめてくる。

「どうかしたのか？」

「いえ……。嬉しかっただけです。嬉しいと泣きたくなるんです」

　久成は、路上にも関わらず包み込むように結華を抱きしめた。










第五章

本当のキモチ











　土曜日。同窓会の当日になった。

　結華はいつも通り早起きをして、久成のためにフルーツをカットする。仲のいい友達に会えるのはもちろん、久成が用意してくれた洋服やアクセサリーを身につけるのも楽しみだ。

「おはよう」

　眠そうな表情で寝室から出てきた久成に結華は柔らかな笑みを浮かべる。心を許した人にしか見せないようなこの寝癖姿も愛おしくてたまらない。

　ドキドキというときめきと、ほっこりとした幸福感。彼にはいろいろな感情を教えてもらった。

「食事にしますか？」

「おう」

　結華はフルーツと温かい紅茶をダイニングテーブルの上に用意する。

　昨日の夜、スマートフォンで仕事を探したのだが、ホテルでのベッドメイクの経験があるのですぐに見つかりそうだった。

　同窓会から戻ってきたら、今月いっぱいで仕事を辞めさせてもらいたいと伝えるつもりでいる。

　確かにここは居心地がいいけれど、思い出が増えれば増えるほど別れるときが辛くなってしまいそうで怖かった。

「今日は何時から同窓会だっけ？」

「十八時です。渋谷のレストランでやります」

「……送っていこうか？」

「いえ。お仕事が忙しいと思うので、気になさらないでください」

　結華の答えに、久成はつまらないと言わんばかりの表情を見せて、フルーツを口に運び新聞を広げて読み始めた。

　その間に結華は夕食の支度をしていた。温めたら食べられるようにしておこうと、カレーライスにした。

　フルーツを食べ終わった久成が立ち上がり、結華に近づいてきた。

「カレーライス、作ってるのか？」

「はい。温めて食べてくださいね」

「……一人で食べるなんてなんだかつまんないな。ま、楽しんでこいよ」

「ありがとうございます」

　寂しいならこういうときこそ恋人を部屋に呼んだらいいのに。

　お互いに束縛しないと決めているのかもしれないけれど、自由すぎやしないだろうか。

　ある程度料理を作り終えると、久成に後ろから抱きしめられた。

「これからシャワーを浴びようと思うけど、一緒に入らないか？」

「……疲れたら困るので」

　普通に入浴するだけならいいけれど、絶対に体のあちこちを触られて、骨抜きにされてしまう。これからいろんな人に会うので体力を残しておきたい。

「じゃあ帰ってきたらたっぷり相手してもらうから」

「その話……なんですけど……」

　言いかけて、結華は言葉を飲んだ。

　この話題は、短時間では済まないだろう。辞める理由をしっかりと説明しなければ、久成は納得しないはずだ。

　辞める理由を問われたら、正直に言おうと思っている。「久成に恋人がいるのに好きになってしまった」と。そうすればきっとわかってくれるはずだ。

「なんだよ」

「出かける準備をするので、帰ってきたらお話しします」

　努めてそっけなく答えると、久成は舌打ちをしてバスルームへと消えていった。

　結華は部屋の掃除を始めた。窓や床を丁寧に拭き上げていく。

　気がつけば久成がバスルームから戻ってきてソファーに腰をかけていた。

「……そろそろ家政婦やめないか？」

　突然背中越しに話しかけられたので、驚いて振り向く。

　やはり久成もここから出て行ってほしいと考えていたのだろう。

「いつ辞めたらいいですか？」

「今すぐ」

　強引なこと言うなと思いながら、結華は眉間にしわを寄せた。

　仕事を見つけてからにしたかったが、それはこちらの都合である。

　自分の気持ちを伝えて出て行こうと思っていたが、その必要はなかった。

「……今日すぐに出て行くというのは難しいかもしれません。数日お時間いただけますか」

　結華はショックのあまり、やっとのことでそれだけを言うと、足早に自分の部屋に入った。

　久成は結華を追いかけようとするような仕草を見せたが、タイミングよく鳴り始めた電話が彼を止めた。扉越しに、彼の電話の声が聞こえる。仕事の話だろう。

　結華は深く深呼吸をした。気持ちを何とか落ち着け、気を取り直してメイクをする。

　鏡に映る自分の顔は元気がない。

　買ってくれたワンピースに袖を通す。悲しみが一層増したように感じた。

　これが早く出ていてほしいというメッセージだということにも気付かず、浮かれていた自分が恥ずかしい。

　清楚な紺色のワンピースは、お金持ちだった過去を思い起こさせる。

　悲しい気持ちを押し殺して結華はリビングへ出た。

　久成がじっと見つめてくる。

「似合いますか？　ひーくんのおかげで恥ずかしい思いをしなくて済みそうです」

「……とっても似合ってる。やっぱり結華は本物のお嬢様なんだな」

「違いますよ。今は」

　じっと見つめられると好きな気持ちがあふれ出てきそうになり、結華はその場にいることが辛くなってきた。

「では行ってきます」

　マンションの外に出ると深呼吸をする。

　帰ってきたらしっかり話をしよう。

　まずは同級生とのひとときを楽しもうと、結華は歩き出した。




　会場のレストランに到着すると、三十名ほどが出席していた。幹事が挨拶し同窓会がはじまった。バイキング式の料理がテーブルに並べられており、それぞれが昔話に花を咲かせながら楽しく食事をする。

　結華はその光景を懐かしく思いながら眺めていた。

（みんな立派な大人になったなぁ。あ、あかりだ！）

　親友を見つけて駆け寄る。

「久しぶり！」

「結華、すごく美人になったね」

「あかりも！」

　あかりは高校卒業後、すぐに就職したらしい。社長に認められ、今は秘書をしているという。学生時代からよく気がつく子で、リーダー的存在でもあった。仲のいい友人が集まると一気に過去に戻ったような気分になる。

「曽我くんから聞いたよ。イケメン社長の家で住み込み家政婦をしてるんだって？」

「あぁ……うん」

「もしかして、その人とお付き合いしてるとか？」

「そんなんじゃないよ……。恋人絶賛募集中です」

「本当に？」

　いくら仲がいい相手でも、久成と体の関係があるとは言えない。墓場まで持って行こうと思っている秘密だ。

　あかりと話していると、曽我が近づいてきた。

「結華、お疲れ様。出席してくれてよかったよ」

「お返事遅れてごめんね」

「ところで、あの社長と付き合っているのか？」

　返事をしようと思ったら代わりにあかりが答えた。

「付き合ってないんだって！　チャンスじゃない？」

　あかりがウインクすると曽我は少し焦ったように耳を赤くした。どうしたのかと思って首をかしげると、何でもないというような表情をされた。




　誰が結婚したとか、プロポーズされたとか。年齢的にも、自然とそういった話題が中心となる。

　結華はなんとなく話についていけなくて、壁際でひとり、オレンジジュースを飲んでいた。すると、学生時代にクラスで最も女子から人気があった井上と目が合った。

　彼はそのまま結華のそばに歩み寄ると、ニコッと微笑んでくれた。相変わらずハンサムという言葉が似合う人だ。

「久しぶりだな。結華、元気だった？」

「うん。井上くんも元気そうだね」

　会話を重ねていると耳元で囁かれる。

「実は学生時代に結華のこと目で追っていたんだ。大人になってますます美人になったね」

　一気に顔が赤くなった結華は、こういうことに慣れていなくてうつむいてしまった。井上は、結華のそんな仕草を見て楽しそうに微笑んでいる。

「うぶな感じもたまらないな。このあと二人きりで飲みに行かないか？」

「ご、ごめんなさい」

　結華は逃げるように廊下に出て、トイレに向かった。バクバクと鳴り続ける心臓を落ち着かせようと、鏡を見つめる。

　せっかく誘ってくれたのに、どうして逃げてしまったのだろう。

　久成を忘れるためにも恋人を作るべきなのだ。そうじゃないと、いつまでも久成のことを忘れられない。彼を忘れることが幸せなのかはわからないけれど、このまま前にも進めず、久成のことを引きずり続けるのはよくないと思った。

　口紅を塗り直し、気合いを入れる。廊下に出ると、曽我が壁に寄りかかって腕を組んで立っていた。

「曽我くん」

「大丈夫か？　井上に言い寄られて困っていたように見えたから」

「気にかけてくれてありがとう。……私も大人なんだから、もっと余裕を持たないとね」

　苦笑いを浮かべる結華に、曽我は首を横に振る。

「そこが結華のいいところでもあるから、大事にしたほうがいいと思う」

「ありがとう」

　持つべきものは友だと心から感じた。本当にありがたい存在だ。

　感謝の思いを込めて微笑むと、曽我は何かを言いたげな瞳を向けてきた。

「どうしたの？」

「実は……俺、結華のそういうところが、学生時代から好きだったんだ。お互いに今、フリーだし交際を前提に一歩進んだ関係になれたらいいな、と……」

　友人としか思っていなかった曽我からの告白に驚いてしまった。そして同時に、結華の頭に浮かんだのは久成の顔だった。

（私、やっぱりひーくんが好きなんだ……）

　今更のように思いの深さを思い知らされ、胸が締め付けられるように痛くなる。

　けれど、この恋にはハッピーエンドなど待っていない。こんなどん底のときに、曽我が誘ってくれているのだ。新しい恋がはじまるかもしれない。一般的に考えて、このチャンスを逃しては後悔するだろう。

「大丈夫か？」

　言葉を失くした結華を、曽我が心配げに見つめてくる。

「……もしかして好きな人いるのか？」

「……え、いや。大丈夫」

「そう？　じゃあ……この後、二人で飲みに行かない？」

　曽我の顔がぱあっと明るくなるのがわかった。ああ、自分は彼に想われているのだ。素直にそう感じられた。

「うん。行く」

「ありがとう。じゃあ、十五分後に二人で外に出て行こう」

　結華が頷くのを確認すると、曽我は何事もなかったかのような素振りで会場へと戻って行った。結華はその背を見送りながら、しばらくその場でぼんやりとしていた。




　約束の十五分後になり、正面玄関で待っていると曽我がやってきた。結華を見ると、驚いたように目を丸くする。

「本当に来てくれるとは思わなかった」

「……そう？　約束をしたから……」

　結華は微かに笑みを浮かべた。

　二人で外に出ると、風が冷たく感じた。日中はまだ蒸し暑いけれど、季節は徐々に秋へと近づいているのだろう。

　久成は、ちゃんと夜ご飯を食べただろうか。

　もしかしたら仕事が忙しくて何も食べていないかもしれない。そのままソファーで眠っていないか。タオルケットをかけてあげないと風邪を引いてしまう。心配でたまらない。

　曽我といるのに、結華は久成のことばかり考えていた。

　曽我と並んで歩き出すと、見覚えのある車が停車しているのが見えた。

　運転手席の扉が開いたかと思うと、出てきたのは久成だ。

（どうして、ひーくんが？）

　彼は、恐ろしく怖い表情をしていた。

　何かミスをしてしまっただろうか。鋭い双眼で睨まれ、結華は慌てて駆け寄った。

「こんなところまで……。何かありましたか？」

　結華の質問を無視して、久成はズカズカと曽我の目の前まで威圧的に歩いて行く。

「篠田社長、お世話になっております。家政婦さんのことをわざわざ迎えにいらしたのですか？」

　曽我も久成の尋常でない様子には気づいているのだろう。普段どおりに接しようと務めているようだったが、笑顔が引きつっている。

　久成は曽我のあいさつには答えず、居丈高に言った。

「悪いが、俺の女に手を出さないでくれないか？」

　あまりにも勝手な言い分だ。結華はムッとしたが、曽我は怖じ気づいている。

「まっ、まさか！　そんなつもりはありません。少しだけ外で話そうかと……あはは」

「そうですか、それは失礼しました。こちらの勘違いでしたか。……では、これから用事があるので、結華を連れて帰ります」

　反論を許さない強い口調で言い捨て、久成は呆気にとられて固まる結華の手を取り、ずんずんと歩き出した。

　抵抗することさえ忘れ成されるがままの結華を助手席に乗せると、久成はすぐに車を出した。




　夜の道は空いていた。車はどんどん加速する。まるで帰宅を急いでいるかのように。

　せっかく一歩踏み出そうとしていたのに。久成から卒業して前に進もうとしたのに。

　恋人がいる久成に支配されるのは、いくら結華でも許せなかった。

　運転をしている久成は、なぜか苛立っている。

　結華は震える声で言葉を発する。

「……私はあなたの家政婦です」

「だから？」

「俺の女、だなんて勘違いさせるようなことを言わないでください。困ります！」

「は？　じゃあ、どういうつもりで俺に抱かれたんだ。俺のことを弄んでいたのか？」

　どうしてそんな話になってしまうのか訳がわからない。

　結華は唇を噛み締め押し黙った。

　償えと言って強引に関係を始めたのは久成だったはず。結華がどんな気持ちで抱かれていたか、久成は理解していないようだ。

（好きだと言っても、ひーくんには寧々子さんがいる。困らせてしまうだけだよね）

　考えれば考えるほど、絶望的で全身に悲しみが走り抜けていた。

　車はしばらく走り続けると、人通りの少ない路地裏で止まった。

　車内を重たい空気が支配する。息苦しさに、結華は逃げ出したくなった。

「……結華は本当は、あいつのことが好きだったのか？」

「いいえ。彼は友達です」

「じゃあ、どうしてさっき二人で歩いていたんだ？」

「……彼が……誘ってくれたから……」

「ふうん。誘われれば誰にでも付いていくのか。……そうか。だから、俺にも抱かれたんだな」

　ひどく冷たい声だった。軽蔑を込めた冷笑を向けられ、結華は悲しくなった。そして同時に腹も立った。彼は何でこんなことを言うのだろう。自分だって、彼女がいる身で結華を抱いているくせに。膝の上でワンピースを握りしめていた拳が震える。

「だって……だって。早く一歩、踏み出さなくちゃ……いつまで経っても、ひーくんの家から出ていけないと思ったんです……」

「出て行く必要なんてないだろ。結華さえよければずっといてほしい」

「そんなの嫌です！」

　声が大きくなってしまった。

　久成が驚いたように結華を見た。

　結華が声を荒らげるなど、滅多にないことだ。結華自身驚いているのだから、久成が驚くのも無理はない。

「どうしてだよ。出ていくなんて悲しいこと言うなって」

　本当に切ない言い方だった。結華は、また許したくなる。

　このまま流されてセフレ関係を続けてもいいとさえ一瞬思ったが、気持ちを引き締めた。

　こんなの、いつまでも続けていてはお互いに駄目になってしまう。

「だって！　ひーくんには、寧々子さんがいるじゃない……！」

　言ってしまった。家政婦が嫉妬するなんて図々しいと思われただろうか。

　堪らなくなって両手で顔を覆った。

「どうして寧々子が出てくるんだ？」

　久成の声は困惑していた。

「あいつは関係ないだろう？」

「え……でも……寧々子さんは、ひーくんの……」

　結華がそうっと顔を上げると、久成の顔も結華へと向けられた。

「寧々子は仲がいい女友だちの一人だ」

　はっきりとした口調で言い切る。

　（……私の勘違いだったの？）

　久成の瞳は、まっすぐに結華へと注がれていて、苦しげだった。

「……ずっとお前のことが好きだった」

「えっ？」

　今、愛の告白をされたように聞こえたが、気のせいだろうか？　結華は驚きすぎて開いた口が塞がらない。

　射抜かれるように見つめられ、目が逸らせない。

　久成の唇がゆっくりと動いた。これは大切な話だ。しっかり聞かなければと、背筋を正した。

「子供の頃、離れ離れなってしまって本当に悲しかったんだ。いつか仕事で成功したら迎えに行こうと決めていた。やっと仕事が軌道に乗り出した時、とある人から結華がホテルで働いているという情報を聞いて……。何とかして接触したいと考えた」

　信じられない。自分のことをずっと、思ってくれていたなんて。

「もしかして……だから、うちのホテルを買収したの？」

「そうだ。それに、ベッドメイクの係をしていると聞いたから……わざとコーヒーをこぼしたんだ」

「えぇぇ！」

　びっくりして変な声が出てしまう。

「コーヒーをこぼしたのは賭けだった。必ず結華が来るとは限らないから」

　久成に再会できたことが嬉しくて、驚きで。

　それが仕組まれていたことだったなんて。

「しかも俺はずるい男だから、結華が逃げられないように償いだなんだと理由をつけて無理に抱いてしまった」

　言って、久成はうなだれた。

　深く反省しているかのようなその姿に、結華は全てを許してしまいたくなる。

「……じゃあ、どうして今すぐに家政婦を辞めてほしいなんて……」

「家政婦をやめてほしいというのは、俺の彼女になってほしいという意味のつもりだったんだ」

　息が止まるかと思った。

　夢にまで見た展開に、結華は涙をポロっとこぼしてしまった。

「……どうして？　私、もういいところのお嬢様じゃないのよ？　何もかも失ったの」

「お前の身分なんて関係ない。お嬢様だったころも、今も変わらずお前のことが好きだ」

「ひーくん……」

　ストレートに気持ちを伝えてくれたので、胸にダイレクトに言葉が突き刺さってくる。

　結華はひとつ、ゆっくりと深呼吸をして言った。

「私もあなたのことが大好きなの。初恋の相手でもあるんだから」

　久成の腕が、感情を抑えきれないと言わんばかりにぎゅっと抱きしめてくれた。

　まさか両思いだったなんて夢にも思っていなかった。

　結華は嬉しくて、空に飛んでいきそうな気持ちだった。

　車の中だということも忘れて、結華と久成はお互いを求めるような甘いキスを繰り返した。

　唇が離れると途端に寂しくなった。もっとしてほしいと、無意識のうちに強請るように顔を近づけると、久成はいつも以上に男らしい瞳を向けてきた。

「……早く家に帰ろう」

「……うん」

　そのたった一言で、その先にある甘い時間を連想してしまい、結華の鼓動は速くなった。

　運転する久成の横顔が真っ赤になっていて、なんだか可愛らしい。

　結華はますます彼のことを好きになっていく気がした。





＊






「おはよう」

「おはようございます」

　昨日は車の中で愛の告白をされて、家に戻ってきたら、たっぷりと可愛がられ……。

　心も体も満たされた夜だった。

　そのおかげでちょっぴり体が痛い。

　生まれたままの姿で目覚めた二人は、ベッドの中で抱き合ったままゆっくりとキスをする。

　心ゆくまでキスを繰り返した後、久成は結華の髪の毛を優しく撫でてくれた。

　結華もそれに答えるように、久成に強く抱きつく。

　恋人になったなんて、まだ信じられない。

　これからもこうして幸せな日々が続くのだと思うと恐ろしくなってしまうほどだ。

　両親が亡くなってからというもの、辛い思いばかりを味わってきた結華は、幸せな時間に慣れていない。

　ぼんやりとしてそんなことを考えていると、久成が上に乗ってきた。至近距離で顔を覗き込まれ、やさしくキスされた。

「どうしてそんなに不安そうな表情をするんだ？」

「……私に幸せは似合わないような気がして」

「そんなこと絶対に言うな。俺が結華を幸せにすることを誓う」

　愛情のこもった言葉が胸に響いて結華の瞳に涙が溜まっていく。

「何も怖がることはない。二人でいればどんな困難も乗り越えていけるさ。俺のことを信じてついてきてほしい」

　結華が一つ頷くと、久成は慈愛に満ちた瞳を向けてくれる。こんな自分のことをずっと想い続け、探し出してくれたことに心から感謝の気持ちがあふれてきた。

「さ、今日も一日がんばるか」

「うん」

　ベッドから抜け出し洋服を身につけていく。愛する人がそばにいるだけで、こんなにも胸がぽかぽかするなんて知らなかった。結華は自然と笑みをこぼしていた。










第六章

栄養バランスを考えて作った料理











「今日は誰かお客さんが来る？」

「外出する予定があるけど、昼過ぎからだからゆっくりしていてもいいぞ」

　二人が晴れて恋人同士となってから数日が経っていた。

　毎晩のように愛し合っている結華と久成は、同じベッドで目覚めることが日課になっていた。もちろん、何も身に着けていない状態で。

　目覚めたばかりで夢心地が抜けきれていない結華は、久成の香りが染み付いたベッドから起き上がれずにいた。暖かくてとてもいい気分だ。けれどいつまでもこうしているわけにもいかず、二人でシャワーを浴びることにした。




「はい、結華、シャワーかけてやるから目をつぶって」

「大丈夫。自分で洗ったほうが早いから」

「俺は好きな人のことをとことん大切にしたい」

　久成は一緒に入浴するとき、必ず体と頭を洗ってくれる。自分でできると言ってもやらせてくれない。久成が、こんなにも溺愛体質だとは思わなかった。

　思い出してみれば幼い頃、結華が指を切ってしまったとき、ものすごい剣幕で絆創膏を貼ってくれたことがあった。小さいときから面倒見がよすぎるところはあるのかもしれない。

　頭を洗い終えると、今度は丁寧に体を洗ってくれる。首筋から胸、指の一本一本まで泡だらけにされた。

　シャワーで流してくれると今度は自らの身体を差し出してくる。洗ってくれと甘えているのだ。一つ年下だが久成はいつもリードしてくる。でも、こういうときは弟のような顔を見せる。

　結華はその度に胸がキュンとしてしまう。

　体を洗うと嬉しそうな表情を向けてくれる。そしてゆっくりと顔を近づけてきて唇を重ね合わせた。

　生まれたままの姿なのにキスをしてくるなんて……。変な気持ちになってしまいそうだ。結華が涙目で見つめる。

「そんなに誘うような目をすると今すぐにここで襲うぞ」

「……仕事に遅れちゃうからだめ。夜まで待ってるから」

　久成の頬が真っ赤になりぎゅっと抱きしめられた。自然、体が密着する。

　二人の大切な所が触れ合って擦れて気持ちがいい。ヌチョヌチョと風呂場にいやらしい音が響いてくる。

「本当に……したくなっちゃう……」

「俺は結華が淫らになってくれて嬉しい」

　甘く耳元に囁かれ、恥ずかしくて結華はシャワーを勢いよく久成の顔にかけた。

「変なこと言わないで」

「お、やったな？」

　仕返しと言わんばかりに両手で胸を揉まれ、結華はバランスを崩して倒れそうになる。久成が慌てて助けてくれた。

　朝からこうしてじゃれあうことも二人の日課になっていた。まるで子供みたいにはしゃぐこの時間が楽しくてたまらない。




　出かける準備をした久成が部屋から出てくると、いつもラフな格好をしているのにスーツを着ていた。色気が増していてとってもかっこいい。やっぱり、男性のスーツ姿に女子は弱い。思わずドキッとしてしまう。

「結華、ネクタイ直して」

「う……うん」

　手を伸ばして少しずれているのを修正すると、上から見下ろされていた。

「今夜帰ってきたらネクタイで手首を縛ってやろうか？」

「変なこと言わないで。早く行ってきてね」

　外出する久成と、一緒に玄関まで行く。

「行ってきます。いい子にしてるんだぞ」

　いってらっしゃいのキスをして見送ると、結華は掃除をすることにした。

　床掃除をしながら、結華は何か新しい仕事をしなければと考えていた。

　彼女になったことで家政婦として雇われなくなったため、お世話になっていた親戚にお金が返せなくなってしまう。

　落ち着いたら求人情報サイトを眺めてみよう。

　リビングの掃除を終えると、洗濯機置き場に移動をして、乾燥機から衣類を取り出した。カゴに入れてリビングに戻る。

　今日の夕飯は何にしようかと考えながら洗濯物をたたんでいると、玄関に続くリビングの扉が開いた。

「こんにちは」

　元気な女性の声が聞こえてきたので振り返ると、寧々子だった。

　慌てて立ち上がると、寧々子は綺麗にひかれたルージュが乗っている唇に笑みを浮かべて、ソファーに腰をかけた。

「久成はいないの？」

「は、はい……外出しております」

　恋人じゃないと聞いたけれど、それ以上の説明はされていない。合い鍵を渡すぐらい仲がいいのだ。不安じゃないと言えば嘘になる。

「何か飲み物をご用意しますね。アイスティーとアイスコーヒーどちらがよろしいですか？」

「じゃあ、アイスコーヒーをもらおうかしら」

　キッチンに入ってアイスコーヒーを用意しながら寧々子の様子を見る。一体何をしに来たのだろう。この部屋から出て行けと言われたらどうしよう。久成に早く帰って来てほしいと思いながら準備をしていた。完成したアイスコーヒーを運ぶ。

「ありがとう」

　コーヒーを口に含むと寧々子は結華に視線を向けた。

　お盆を持ったまま結華はまっすぐ立って黙っている。この状況をどう対処すればいいのかまったくわからない。

「あはははは」

　不意に、寧々子が大きな声を上げて笑いだした。わけが分からず、結華は瞬きを繰り返す。

「そんなに緊張しないでよ。家政婦をやめて付き合ってるんでしょ？」

　知っていたのか。ちょっとだけほっとして強ばった表情が緩んだ。

「ちゃんと自己紹介してなかったわよね。久成とは、高校時代の友人なの。昔は久成に恋をしていたんだけど、彼は当時から好きな女性がいてね」

　聞いたことがない話に動揺してしまう。久成からも聞いたことがない昔話を、寧々子から聞いてしまうことがなんとなく後ろめたくもある。

「小さい頃にお世話になっていたお屋敷のお嬢様に恋をしていたそうでね。二人はもう会えないのよと伝えても久成は本当に一途だった」

　ずっと昔から自分のことをそんな風に思っていてくれたとは知らなかった。 

「二人が再会できて恋人同士になれたって聞いて、本当に嬉しいの。ちゃんとお祝いをしようと思ってきたんだけど。……合い鍵も返さないとね。二人がイチャイチャしてるときに部屋に入ってきたらびっくりするでしょ？」

　カードキーをテーブルに置き、ニコッと笑った。

「私も婚約していてね。来年には結婚する予定なのよ。久成の親友と結婚するの」

「そうだったんですね」

「だからこれからもよろしく。久成の相手があなたなら私も安心だわ」

　寧々子が手を差し出してきたので握手をした。

　彼女はしばらく話をすると、満足したのか久成が帰ってくるのを待たずに立ち上がった。

「忙しいから、また来るわね」

「お気をつけて」

　不安も解消された結華は晴れやかな表情を浮かべていた。




　夕食の支度をしていると、久成が帰ってきた。

　急いで迎えに行く。

　にっこり笑っている結華を見て彼も満面の笑みを浮かべた。

「寧々子、来てたんだってな」

「合い鍵を返してくれたの」

「そうだな。彼女ができるまでってことでとりあえず渡していただけだから。安否確認係みたいな感じでさ」 

　久成の顔を見て、こうして触れ合うだけで安心して体の力が抜けてしまう。しかも今日はスーツを着ているから、普段以上になんだかドキドキする。

　見上げると顔が近づいてきて、甘いキスをしてくれる。

「あいつ余計なこと言ってなかったか？」

「いろいろと聞いたけど……、すごく幸せな気持ちになったから大丈夫」

「ったく。何を聞かされたんだか」

「そろそろ夕食ができるから待っててね」

「あぁ」

　ソファーでくつろいでいる彼を見届けて、キッチンに行く。完成した料理の盛り付けに入る。

　食卓テーブルに豚の生姜焼き、大根のサラダ、肉じゃが、ほうれん草の味噌汁を並べる。　

　久成にはいつまでも健康で長生きをしてほしいから、栄養バランスを考えて作った料理だ。

　ふと、年を重ねた二人の姿が頭に浮かんだ。

　何気ない日々を彼と過ごすことができれば、それだけで何もいらない。

　そう思える相手と出会えたことに心から感謝の気持ちでいっぱいになった。

「今日もうまそう」

「どうぞ食べて」

「その前に」

　改まったような表情をして久成がポケットから小さな箱を取り出した。パカッと開くと中にはダイヤモンドの指輪が入っている。

「ちょっと気が早いかもしれないけれど、俺と結婚してくれないか？」

「……え？」

　あまりにも唐突だったので結華はすぐに返事ができなかった。

　言葉よりも先に涙がぽろぽろとあふれてくる。

「運命の女性は、結華しかいないと思っている」

「こんな私でよければ、どうぞよろしくお願いします」

　プロポーズの答えを言え終えた結華は、今までの人生で一番の笑顔だった。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。











著者紹介






ひなの琴莉（ひなの・ことり）


恋愛小説、ティーンズラブ、ライト文芸、ライトノベルなど執筆をしています。切なかったり、すれ違いが多かったりする展開の話が好きです。はちゃめちゃなラブコメも書きたくなる時があります。これからもどこかでお目にかかれるように、頑張ります！










©ひなの琴莉　　©逆月酒乱　　発行／くるみ舎







item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		第一章　まさか、こんなところで！



		第二章　緊張しながら



		第三章　ときめきを隠して



		第四章　まるでお姫様



		第五章　本当のキモチ



		第六章　栄養バランスを考えて作った料理













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover.jpg





item/image/kurumi.jpg
BB





